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第 ２ 回   熊本県議会  農林水産常任委員会会議記録 

 

平成27年７月１日(水曜日) 

            午前10時６分開議 

            午前11時45分休憩 

            午前11時52分開議 

午後０時22分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 平成27年度主要事業等説明 

 議案第１号 平成27年度熊本県一般会計補

正予算(第２号) 

 議案第14号 熊本県国立研究開発法人森林

総合研究所事業特別徴収金徴収条例の

一部を改正する条例の制定について 

 報告第１号 平成26年度熊本県一般会計繰

越明許費繰越計算書の報告についての

うち 

 報告第11号 地産地消の推進に関する施策

の報告について 

 閉会中の継続審査事件（所管事務調査）に

ついて 

――――――――――――――― 

出席委員(８人) 

        委 員 長 浦 田 祐三子 

        副委員長 山 口   裕 

        委  員 山 本 秀 久 

        委  員 前 川   收 

        委  員 吉 永 和 世 

        委  員 磯 田   毅 

        委  員 岩 本 浩 治 

        委  員 大 平 雄 一 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

農林水産部 

部 長 濱 田 義 之 

政策審議監 田 中 純 二 

経営局長 田 中 信 行 

生産局長 園 田   誠 

農村振興局長 小 栁 倫太郎 

森林局長 江 上 憲 二 

水産局長 平 岡 政 宏 

農林水産政策課長 白 石 伸 一 

政策監 西 山 英 樹 

首席審議員兼団体支援課長 山 口 洋 一 

農地・農業振興課長 川 口 卓 也 

農地・農業振興課政策監 鳥 井   修 

担い手・企業参入支援課長 吉 野 昇 治 

流通企画課長 荒 木   亮 

むらづくり課長 村 山 直 康 

農業技術課長 下 舞 睦 哉 

農産課長 酒瀬川 雅 士 

園芸課長 潮 崎 昭 二 

畜産課長 中 村 秀 朗 

農村計画課審議員 久保田   修 

農地整備課長 西 森 英 敏 

技術管理課長 原   俊 彦 

森林整備課長 赤 羽   元 

林業振興課長 宮 田   修 

森林保全課長 三 原 義 之 

水産振興課長 木 村 武 志 

漁港漁場整備課長 長 井 英 治 

農業研究センター所長 松 尾 栄 喜 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

議事課課長補佐 小 夏   香 

政務調査課主幹 松 野   勇 

――――――――――――――― 

  午前10時６分開議 

○浦田祐三子委員長 ただいまから、第２回

農林水産常任委員会を開会いたします。 

 まず、開会に当たりまして、一言御挨拶を
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申し上げます。 

 さきの委員会におきまして、委員長に選任

いただきました浦田祐三子でございます。 

 今後１年間、山口副委員長とともに、誠心

誠意、円滑な委員会運営に努めてまいりたい

と思いますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 委員各位におかれましては、御指導、御鞭

撻を賜りますように、よろしくお願いいたし

ます。そしてまた、執行部の皆様方におかれ

ましても、御協力を賜りますように、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 １年間、大変お世話になりますが、よろし

くお願い申し上げます。 

 続いて、山口副委員長から一言御挨拶をお

願いいたします。 

 

○山口裕副委員長 おはようございます。副

委員長に指名いただきました山口と申しま

す。 

 浦田委員長を補佐し、委員会の運営に資し

てまいりたいというふうに思っております。 

 執行部の皆様、そして委員の皆様、どうぞ

よろしくお願いします。 

 

○浦田祐三子委員長 本日の委員会は、執行

部を交えての初めての委員会でありますの

で、執行部の幹部職員の自己紹介をお願いし

ます。 

 なお、自己紹介は、課長以上について自席

からお願いします。また、審議員及び課長補

佐につきましては、お手元にお配りをいたし

ております説明資料中の職員紹介用名簿によ

り紹介にかえたいと思います。 

 それでは、濱田農林水産部長から順にお願

いいたします。 

  (農林水産部長、政策審議監～漁港漁場

整備課長の順に自己紹介) 

○浦田祐三子委員長 １年間、このメンバー

で審議を行いますので、よろしくお願い申し

上げます。 

 それでは、主要事業等の説明に入ります。 

 質疑につきましては、執行部の説明終了後

に一括して受けたいと思います。また、執行

部の説明は、着席のままで、限りなく簡潔に

行ってください。 

 まず、農林水産部長から、主要事業及び議

案を含めた総括説明を、続いて各担当課長か

ら、資料に従い、順次主要事業の説明をお願

いします。 

 

○濱田農林水産部長 改めまして、おはよう

ございます。 

 浦田委員長、そして山口副委員長を初め、

委員の皆様方には、この１年間、よろしく御

指導を賜りますようお願い申し上げます。 

 まず、６月10日から11日にかけての豪雨で

ございますが、宇城・天草地域を中心に、農

地の冠水、林道ののり面崩壊、山腹崩壊など

が発生いたしました。今後、速やかな復旧に

努めますとともに、昨晩からも相当な雨が降

っております。引き続き、豪雨災害に対する

警戒を怠らず、しっかりと対応してまいりた

いと思います。 

 また、阿蘇火山の降灰につきましては、こ

れまで緊急対策を講じてまいりましたが、市

町村等との協議を踏まえ、今回、防災営農施

設整備計画、これを国に提出をいたしまし

た。今後、桜島の降灰対策も含めまして、国

や関係市町村等と連携を図りながら、迅速か

つ的確な対応に努めてまいります。よろしく

お願いいたします。 

 それでは、今定例会に提案しております議

案の説明に先立ちまして、まず農林水産部の

平成27年度の予算及び主な取り組みを御説明

させていただきます。 

 27年度の当初予算、一般会計で616億円余

でございます。特別会計19億円余、総額で

635億円余となっております。 

 本県農林水産業の持つ可能性を最大に発揮
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させまして、稼げる農林水産業を実現するた

めの施策を推進いたしますとともに、農業、

農村の多面的機能を維持、発展させるため、

地域施策に取り組むなど、農林水産業を基軸

とした地方創生を進めてまいりたいと思って

おります。 

 まず第１に、農業関係でございますが、担

い手への農地集積を進めるとともに、100ヘ

クタールを超える大規模法人の設立あるいは

基盤整備と一体となった面的集積を推進いた

しまして、生産コストのさらなる削減に努め

てまいります。 

 また、多様な担い手の確保、育成とあわせ

まして、水田を最大限に活用いたします飼料

用米の作付拡大でありますとか、ＩＣＴの利

用によります次世代型の施設園芸あるいは露

地野菜の大規模機械化の推進、そして、中心

経営体への支援によります足腰の強い高収益

型の畜産、酪農の推進、これに取り組みたい

と考えております。 

 さらに、中山間地域では、農業、農村が持

つ多面的機能の発揮、そして農業集落の所得

向上に向けまして、日本型直接支払制度を積

極的に活用しながら、特に条件不利地域にお

いては小規模基盤整備の推進、そして、地域

の新たな担い手・仕事づくりとして、ＪＡに

よります農業への直接参入等を支援してまい

ります。 

 加えて、４月に施行されました地下水と土

を育む農業推進条例に基づきまして、土づく

りを基本とした化学肥料と農薬の低減、そし

て良質な堆肥の生産、さらには広域流通の促

進に取り組んでまいります。 

 第２点の林業関係でございます。 

 全国で初めて所有権移転のあっせんを含め

た担い手への森林経営の集約化に取り組みま

す森林版の中間管理機構構想、あるいは主伐

から植栽まで一貫作業による低コストでの再

造林を促進いたします民有林主伐・植栽一貫

作業システム、これを推進いたしてまいりま

す。 

 また、木材価格の安定、それから量の確保

など、安定した供給体制を構築するために、

仕分けとストック機能をあわせ持ちます中間

土場の整備により、新たな流通システムを構

築します。また、木造設計を担う設計士等へ

の建築技術の普及や商業施設の内装木質化等

への取り組みによりまして、公共建築物等の

木質化、木造化をより一層推進をしてまいり

ます。 

 さらに、水とみどりの森づくり税を活用い

たしまして、針広混交林化あるいは山村を支

える自伐林家の担い手あるいは地域リーダー

の育成、こういったものを進めてまいります

し、森と親しむ活動への支援強化にも取り組

んでまいります。 

 ３点目の水産業でございます。 

 本年３月に策定いたしました３海域におけ

る将来ビジョンに基づきまして、各地域で策

定する浜の活力再生プランに掲げられました

資源管理の強化と漁場生産力の向上、そして

ノリや魚類養殖業の経営安定に向けた取り組

み、さらには、水産の加工、流通、ブランド

化等を積極的に推進してまいります。 

 また、有明海再生に向けましては、４県協

調の取り組みが始まります。より効果的な対

策につなげるため、アサリ等の資源回復のた

めの調査あるいは漁場環境改善のための漁場

耕うんなどに取り組んでまいります。 

 このほか、共通でありますが、農業、林

業、水産業、それぞれの各研究機関、そし

て、５月にグランドオープンしましたフード

バレーアグリビジネスセンターによる技術革

新はもとより、輸出では、輸出先や輸出品目

拡大へのチャレンジをしてまいりますし、地

域資源を最大限活用します６次産業化の推進

あるいは阿蘇農業遺産、畳文化を世界に発信

するミラノ国際博覧会への出展などに取り組

んでまいります。 

 以上が平成27年度の主な取り組みでござい
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ます。 

 最後に、今回提案いたしております議案の

概要を御説明いたします。 

 今回提案しておりますのは、一般会計補正

予算、それから条例等案件１件、そして報告

案件２件でございます。 

 補正予算についてでございますが、総額８

億円余の増額補正をお願いしております。 

 主な内容は、阿蘇火山降灰地域における土

壌改良、灰の除去に要する経費、それから香

港に新たに事務所を設置する経費、そして畜

産クラスター事業等々の経費でございます。 

 次に、条例等議案は、熊本県国立研究開発

法人森林総合研究所事業特別徴収金徴収条例

の一部を改正する条例――非常に長うござい

ますが、を提案いたしております。 

 報告事項では、一般会計に係る明許繰越の

報告、そして地産地消の推進に関する施策を

報告させていただきます。 

 以上が今回提案しております議案の概要で

ございます。詳細については、後ほど担当課

長から説明させます。御審議のほどよろしく

お願い申し上げます。 

 

○白石農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 配付いたしております説明資料は２冊ござ

いまして、まず初めに、主要事業及び新規事

業と題しております資料から説明させていた

だきます。よろしいでしょうか。 

 資料の１ページをお願いいたします。 

 農林水産部の機構図でございます。 

 本庁は、５局18課の体制となっておりま

す。 

 ２ページをお願いいたします。 

 ２ページは、各課の担当事務の概略を示し

ております。 

 続きまして、３ページをお願いいたしま

す。 

 平成27年度当初予算の総括表でございま

す。 

 本年度予算額、Ａ欄のところの一番下の欄

で、農林水産部関係の予算は総額で635億円

余となっております。 

 次に、４ページをお願いいたします。 

 平成27年度予算の主要な施策でございま

す。 

 １のところに、平成27年度の施策の方向性

ということで、今部長の御挨拶にもありまし

たとおり、稼げる農林水産業の実現を目指

し、これまでの取り組みのさらなる加速化を

図って、農林水産業を基軸とした地方創生を

進めていくということで、方向性を記載して

おります。 

 以下、それぞれの施策ごとの事業を記載し

ております。このページから９ページまでご

ざいますが、個別の説明は省略させていただ

きます。 

 次に、10ページをお願いいたします。 

 平成27年度主要事業及び新規事業でござい

ます。 

 10ページ、フードバレーアグリビジネスセ

ンター推進事業でございます。 

 目的のところでございますが、本年度開設

しましたフードバレーアグリビジネスセンタ

ーの機能を活用し、県单地域の６次産業化や

担い手の育成など、企業や農業者のニーズに

即したサポートに取り組んでまいります。 

 次、11ページでございます。 

 水とみどりの森づくり事業でございます。 

 この事業は、平成17年度に創設された水と

みどりの森づくり税を財源として行っている

施策でございます。 

 本年度から新たに第３期がスタートし、こ

れまでの取り組みや検証結果を踏まえまし

て、水源涵養機能などを発揮するための森づ

くり、それから、森林の重要性を伝え、森林

を守り育てるための担い手の育成、森林や木

材を生かした地域・景観づくりの３つの柱に

より、森林の有する多面的機能の維持、増進



第２回 熊本県議会 農林水産常任委員会会議記録（平成27年７月１日) 

 - 5 - 

に取り組んでまいります。 

 次の12ページに、３つの柱ごとに事業体系

を示しております。 

 次、13ページをお願いいたします。 

 これ以降は、農林水産政策課が所管してお

ります各研究機関の予算でございます。 

 13ページにつきましては、農業研究センタ

ーの試験研究費でございます。 

 農業技術開発の拠点としまして、稼げる農

業の実現に向けて、県オリジナルの品種の育

成、品質や収量を高める技術開発への取り組

み、さらには、安全な農産物の生産技術高度

化事業などに取り組むものでございます。 

 次、14ページをお願いいたします。 

 林業研究指導所の研究費でございます。 

 多様な森林の造成、優良苗木の開発・品種

管理に関する研究に加えまして、県産材の需

要拡大に向けた木材の加工利用、特用林産物

の生産向上に関する技術開発に取り組むもの

でございます。 

 次、15ページをお願いいたします。 

 水産研究センターの試験研究費でございま

す。 

 クマモト・オイスターの優良系統選抜育種

試験に取り組むとともに、有明海、八代海の

海域環境調査、赤潮被害低減に向けた研究な

どに取り組むものでございます。 

 農林水産政策課は以上でございます。 

 

○山口団体支援課長 団体支援課でございま

す。 

 主要事業及び新規事業について御説明申し

上げます。資料16ページをお願いいたしま

す。 

 農林水産業制度資金でございます。 

 農林水産業者の方々の設備の近代化や経営

改善を図るために必要な資金を長期かつ低利

で融資するもので、次の17ページにかけまし

て、資金の一覧を記載してございます。 

 18ページをお願いいたします。 

 養殖業等セーフティーネット支援事業で、

新規事業でございます。 

 事業内容といたしましては、漁業共済制度

を活用いたしまして、漁業者の収入安定を図

るもので、資源管理・漁業経営安定対策事業

に取り組む漁業者の方に対しまして、共済掛

金の一部を市町村と連携して補助するもので

ございます。 

 19ページをお願いいたします。 

 資源管理・漁場改善・浜の活力再生円滑化

支援事業で、継続事業でございますけれど

も、今年度は、浜の活力再生プランに基づく

事業も融資対象とするなど、事業内容の一部

を拡充いたしました。貸付利率は、県が利子

補給を行うことによりまして、無利子として

おります。 

 次の20ページをお願いいたします。 

 漁協組織強化支援事業で、新規事業でござ

います。 

 県内には、37の沿海漁協、海の漁協がござ

いまして、天草漁協を除きますと、大半が職

員数数名の小規模な漁協でありますことか

ら、これらの漁協が取り組みます事業改善や

合併、事業統合など、経営基盤や組織強化を

図るために必要な費用の一部を補助するもの

でございます。 

 団体支援課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○川口農地・農業振興課長 21ページをお願

いいたします。 

 農地集積加速化事業についてですが、本事

業は、県が指定する重点地区において、地域

の話し合い活動を通じて担い手に農地を集積

する事業でございます。 

 ２の事業欄をごらんください。 

 (1)が、重点地区におきまして、話し合い

活動を支援する農地集積専門員の活動費でご

ざいます。(2)の農地集積等交付金事業は地

域の話し合い活動に係る経費、それと、集積
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の実績に応じて集落に交付金を交付する事業

です。また、最後の(5)でございますけれど

も、担い手育成面的集積支援事業は、ＪＡが

行う農地集積の体制整備について助成をする

ものでございます。 

 続きまして、22ページをお願いいたしま

す。 

 農地中間管理機構事業は、担い手への農地

集積により、コスト削減を強力に推進するた

め、農地中間管理機構となりました県農業公

社の体制整備と活動を支援するための事業で

ございます。 

 事業の内容は、２の(1)のとおり、農地中

間管理機構が借り入れた農地の賃料、②が借

り受け者が見つかるまでの間の農地の管理

費、③が機構職員の人件費及び市町村、ＪＡ

に対する業務委託費となっております。 

 最後に、23ページをお願いいたします。 

 農業委員会等振興助成費ですが、これは各

市町村農業委員会及び県農業会議の組織運営

及び活動事務費等の経費に関して助成するも

のです。 

 ２の事業内容の(1)は市町村農業委員会へ

の助成で、主に①が農業委員に対する人件費

の助成、(2)が県農業会議に対する助成で

す。県農業会議の職員の人件費及び各市町村

の農業委員会の研修活動、それと、毎月開催

されます農地転用審査のための諮問会議の開

催等に係る経費の助成でございます。 

 農地・農業振興課は以上です。御審議のほ

どよろしくお願いいたします。 

 

○吉野担い手・企業参入支援課長 担い手・

企業参入支援課でございます。 

 24ページをお願いします。 

 担い手育成緊急支援事業でございます。 

 本事業は、認定農業者や地域営農組織を中

心とする担い手を確保し、経営を支援してい

くもので、県や関係団体等で組織しておりま

す担い手育成総合支援協議会等が行う認定農

業者の経営改善や、法人化の推進に係る活動

などに対する助成でございます。 

 25ページをお願いいたします。 

 地域営農組織ステップアップ推進事業でご

ざいます。 

 本事業は、地域営農組織の法人化を推進す

るもので、法人経営計画の作成講座や地域リ

ーダーの育成講座、専門家やアドバイザーの

派遣等を行うものであります。 

 26ページをお願いします。 

 青年就農給付金事業でございます。 

 本事業は、新規就農に際しまして、就農前

の研修期間や就農直後の所得を確保し、就農

意欲の喚起と定着を図るものでございまし

て、最長７年間、年間に最大で150万円の給

付金を支給するものでございます。 

 その下でございます。 

 がんばる農業人集結育成事業でございま

す。 

 本事業は、新規就農者への就農相談から定

着に至るまでの切れ目のないサポート体制の

構築や積極的な情報発信を行いまして、担い

手の育成、確保を図るもので、就農相談会の

開催や県立農大における社会人向けの就農支

援研修等を行うものでございます。 

 27ページをお願いいたします。 

 経営体育成支援事業でございます。 

 本事業は、人・農地プランに位置づけられ

た中心経営体を育成するものでございまし

て、農業経営の改善に必要な農業用機械等の

整備に対する助成でございます。 

 28ページをお願いいたします。 

 くまもと農業経営塾でございます。 

 本事業は、将来の本県農業を担うリーダー

を育成するものでございまして、意欲ある若

手経営者等を対象にしまして、マーケティン

グ戦略等のゼミ講座を10回程度開催するとと

もに、県单地域で短期集中講座を実施してま

いります。 

 29ページをお願いいたします。 
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 くまもと農業アカデミーでございます。 

 本事業は、農業大学等のさまざまな関連機

関が連携いたしまして、農業技術に関する講

座を開催し、能力向上を支援するものでござ

います。また、あわせて県单校での講座の開

講やオンライン講座の新設も行ってまいりま

す。 

 30ページをお願いいたします。 

 農業参入企業支援強化事業でございます。 

 本事業は、農業参入に意欲を持ちます企業

に対しまして、総合的な支援を行うものでご

ざいまして、相談窓口の設置や情報発信、農

業参入時の初期投資等への助成でございま

す。 

 次に、31ページをお願いします。 

 中山間地域担い手確保支援事業でございま

す。 

 本事業は、中山間地域等における担い手の

確保を図るものでございまして、ＪＡやＪＡ

出資型法人、また地域営農組織等が経営や作

業受託の拡大をいたすときに、新たな雇用を

行う場合、これを助成するものでございま

す。 

 担い手・企業参入支援課は以上でございま

す。 

 

○荒木流通企画課長 流通企画課でございま

す。 

 32ページをお願いいたします。 

 くまもとの６次産業化総合対策事業でござ

います。 

 この事業は、生産者により高い利益をもた

らす６次産業化を進めるための事業です。国

のネットワーク交付金や卖県のハード事業で

の加工施設の整備のほか、東京農業大学名誉

教授の小泉武夫先生の指導による地域の加工

品の磨き上げや販路の開拓支援を行ってまい

ります。 

 続きまして、33ページをお願いいたしま

す。 

 くまもとの宝トップセールス事業でござい

ます。 

 知事が、生産者の応援団として、国内や海

外において、熊本のフェアや商談会に出席

し、セールスプロモーションをする事業でご

ざいます。 

 ページめくりまして、34ページをお開きく

ださい。 

 地産地消推進事業でございます。 

 地産地消県民条例の理念に沿いまして、機

運の醸成や県産品の利活用を促進するもので

ございます。 

 本年度は、これまでに継続してきた普及啓

発活動のほかに、(2)にありますように、業

務用への食材の活用促進、あるいは下段の別

枠に示しております、参考で載せております

けれども、クーポン券の発行により、グリー

ン農業や地産地消を進める試みもあわせて行

ってまいります。 

 次に、35ページをお願いいたします。 

 県産農林水産物輸出促進チャレンジ支援事

業でございます。 

 輸出にチャレンジする生産者を掘り起こ

し、オール熊本の体制で支援をしようという

ものでございます。 

 くまもとうまかもん輸出支援協議会と連携

しまして、輸出アドバイザーの派遣、地域に

おいて輸出を支援する人材を育成するための

マイスター養成講座の開講あるいは商談会等

の機会の提供などを支援していくものでござ

います。 

 ページをお開き願いまして、36ページでご

ざいます。 

 くまもと赤のブランド推進事業でございま

す。 

 トマトやイチゴ、あか牛など、本県に多数

存在しております赤をイメージさせる農林水

産物を、くまもとの赤ブランドとして全国に

発信をしてまいります。 

 次に、37ページをお願いいたします。 
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 地域資源を活用した新産業パイオニア事業

でございます。 

 中山間地域などで小規模に生産されている

ものの中から、高い付加価値をつけることが

期待できる地域資源を発掘し、同じく地域資

源であります廃校などを活用しまして、低コ

ストで製造、販売までつなげていくビジネス

モデルを検討していこうというものでござい

ます。 

 またページをお開きいただきたいと思いま

す。38ページをお願いいたします。 

 アジアマーケット販路拡大加速化事業でご

ざいます。 

 これまでの主要な輸出先であります香港や

シンガポールのほかにも、これからの有望市

場でございますＡＳＥＡＮ地域での輸出拡大

を図るため、ニーズの調査や物流の試験など

を実施する事業でございます。 

 最後に、39ページでございます。 

 小ロット県産食材販路開拓支援事業でござ

います。 

 ロットが小さくても光る地域の農産物など

を、消費地のこだわりを求める実需者とマッ

チングさせる取り組みでございます。ことし

は、県内の直売所を拠点にしたルート開発実

証などに取り組んでまいりたいと思います。 

 流通企画課は以上でございます。よろしく

御審議をお願いいたします。 

 

○村山むらづくり課長 40ページをごらんく

ださい。 

 世界農業遺産推進事業です。 

 世界農業遺産に認定された阿蘇地域の農産

物の付加価値の向上や観光客の増加等に向け

た地域の取り組みを推進し、国内外への情報

発信を図るものです。 

 具体的には、阿蘇地域世界農業遺産推進協

会による地域の取り組み支援、首都圏等での

情報発信、ミラノ国際博覧会への出展等でご

ざいます。 

 参考をごらんください。 

 阿蘇地域世界農業遺産関連の商品券等発行

事業です。 

 これは、26年度補正予算を活用し、阿蘇農

産物のブランド力向上、認知度向上とあわせ

まして、降灰被害への応援の意味も込めた取

り組みです。本年７月下旬、発売予定でござ

います。 

 41ページをごらんください。 

 中山間地域等直接支払事業です。 

 中山間地域等における多面的機能を確保す

るものでございます。具体的には、中山間地

域等の一団の農用地において、集落協定等を

締結し、５年以上継続して農業生産活動等を

行う農業者等に対して、直接交付金を交付す

るものでございます。 

 なお、本年度からは、超急傾斜農地保全管

理加算が新設されてございます。 

 42ページをごらんください。 

 多面的機能支払事業です。 

 多面的機能を支える地域資源の質的向上を

図る共同活動等を支援するものでございま

す。国からの内示額が約1.5億円不足してい

る状況でございまして、国に対しては、引き

続き要望してまいる所存でございます。 

 43ページをごらんください。 

 くまもと里モンプロジェクト推進事業でご

ざいます。 

 本事業は、美しい景観、文化・コミュニテ

ィーの維持、内発的産業の創造といった３つ

の観点から、幅広い地域活動の芽吹きを支援

するものです。 

 本年度は、活動団体支援として、平均45万

円の、約200団体の地域活動の立ち上げ支

援、地域活動の情報発信、景観形成のイエロ

ープロジェクトを予定してございます。 

 44ページをごらんください。 

 県営中山間地域総合整備事業です。 

 中山間地域の圃場整備等と中山間地域農地

集積促進事業でございます。農地集積のほう
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は新規事業でございまして、担い手、農地中

間管理機構への農用地貸し出し等を条件に、

基盤整備に係る農家負担を軽減する促進費を

交付するものでございます。 

 今年度の実施地区は、右側に掲載のとおり

でございます。 

 最後に、45ページをごらんください。 

 まず、地域ぐるみの鳥獣被害防止対策パワ

ーアップ事業です。 

 鳥獣被害対策として、国交付金等を活用し

まして、鳥獣被害対策の担い手育成、わな等

のソフト対策、侵入防止柵等のハード整備等

を実施するものです。 

 次に、ジビエ利活用緊急促進事業です。 

 捕獲した鹿及びイノシシの肉を有効活用

し、熊本の特産品として消費拡大を図るもの

です。 

 以上でございます。 

 

○下舞農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 説明資料46ページをお願いいたします。 

 協同農業普及事業でございますが、農業改

良助長法に基づき、直接農業者に接し技術指

導等を進めるもので、普及職員の現場活動や

普及職員に協力する普及指導協力員の活動促

進などを行うものでございます。 

 次に、資料47ページをお願いいたします。 

 地下水と土を育む農業総合推進事業でござ

いますが、本年４月に、地下水と土を育む農

業推進条例が施行されました。本条例に基づ

き、４月には、農業者、消費者団体、農産物

販売業者などの関係者による県民会議を開催

しました。また、推進計画を策定し、関連の

施策の総合的、計画的な推進を図っていると

ころでございます。 

 本事業は、このうち県民の方々の理解促進

や農産物の消費拡大の促進、化学肥料を減ら

すための土壌分析や化学肥料、農薬削減技術

の導入に対する支援、エコファーマーの認定

などによるグリーン農業の推進、県内大学な

どと連携した調査研究などを進めるものでご

ざいます。 

 農業技術課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○酒瀬川農産課長 48ページをお願いしま

す。農産課でございます。 

 生産総合事業でございます。 

 国の交付金を活用し、農協や営農組織が、

カントリーエレベーター、選果場、低コスト

耐候性ハウスなどの農業用施設を整備する際

に助成を行う事業でございます。 

 次に、49ページをお願いいたします。 

 くまもと土地利用型農業競争力強化支援事

業でございます。 

 米などの低コスト生産を進めるため、事業

内容の(1)でございますけれども、100ヘクタ

ールを超える広域パイロット農場の育成、そ

れから生産組織の規模拡大に必要な機械等の

整備に支援を行う事業でございます。 

 次に、50ページをお願いいたします。 

 新規事業でございます。中山間地域等ＪＡ

参入営農モデル事業でございます。 

 担い手がいないなど、条件の悪い中山間地

域におきまして、地域に適した新たな営農モ

デルを構築するため、みずからが農業経営に

取り組むＪＡを支援する事業でございます。

ことしは、ソフト事業が３カ所、ハード事業

１カ所で事業に取り組んでおります。 

 なお、しっかりとＪＡをサポートしていく

ために、団体支援課、園芸課と一体となって

事業を進めております。 

 次に、51ページでございます。 

 こちらも新規事業でございます。飼料用米

等生産拡大加速化事業でございまして、これ

は飼料用米等の生産拡大を強力に進めるため

の事業でございます。生産者への生産技術の

指導強化、それから流通経費への助成を行っ

ていく事業でございます。 
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 次に、52ページをお願いいたします。 

 県産米粉パン地産地消促進事業でございま

す。 

 地産地消の推進、それから米粉用米の生産

拡大を目的といたしております。本事業は、

小中学校の学校給食におきまして、米粉パン

の普及、定着を図るために、小麦粉パンとの

価格差の助成を行う事業でございます。 

 次に、53ページでございます。 

 くまもと米トップグレード総合推進事業で

ございます。 

 この事業は、これからの産地間競争を勝ち

抜いていくために、食味のよいトップグレー

ド米の産地育成、それからアジア地域への米

の輸出を支援していくものでございます。 

 次に、54ページをお願いいたします。 

 いぐさ・畳表生産体制支援対策事業でござ

います。 

 イグサハーベスター、それから、ＱＲコー

ド装着装置等のイグサ、畳表に関する機械等

の整備に助成を行う事業でございます。 

 畳関連で、下の参考欄をごらんいただきた

いと思います。 

 県産畳表のプレミアム付商品券を発行する

ことといたしております。 

 事業実施主体につきましては、畳屋さんの

組合でございます熊本県畳工業組合でござい

ます。７月下旬から発売を開始いたします。

この取り組みによりまして、県産の畳表３万

枚程度の需要喚起を図っていく予定でござい

ます。 

 次に、55ページ、最後でございます。 

 新規事業の売れる茶づくり緊急対策事業で

ございます。 

 お茶の価格が低迷をいたしております。産

地の存続と生産者の経営安定を図るために、

品質向上に向けた農家への技術指導の強化、

それから県内茶の半分を取り扱っております

経済連に対します販売力強化に取り組む事業

でございます。 

 農産課は以上でございます。 

 

○潮崎園芸課長 園芸課でございます。 

 56ページをお願いします。 

 くまもとリーディング野菜販売力強化対策

事業でございます。 

 生産量日本一を誇るトマトにつきまして、

ブランド力を強化するために、高糖度トマト

の出荷や食味向上に取り組みます。 

 次に、57ページをお願いします。 

 次世代型ハウス環境制御システム普及体制

整備事業です。 

 施設園芸において、生産力の向上を目的

に、本県の気象条件下で温度、湿度、炭酸ガ

ス濃度を最適に制御する装備、機器の標準

化、いわゆるシステム化と指導者の養成に取

り組みます。 

 次に、58ページをお願いします。 

 熊本産カンキツ連年安定生産出荷実証事業

です。 

 かんきつにつきまして、毎年安定した生

産、出荷を実現するために、温州ミカンで

は、表年、裏年の生産の変動を抑える取り組

みを、また、デコポンでは、腐敗果を削減す

る取り組みなどを支援してまいります。 

 59ページをお願いします。 

 くまもと稼げる園芸産地育成対策事業で

す。 

 Ｐ、Ｑ、Ｃの最適化による稼げる園芸産地

を目指す取り組みに対しまして、必要な施設

や機械の導入等を支援してまいります。 

 次に、60ページをお願いします。 

 木質バイオマス等エネルギー対策事業で

す。 

 施設園芸の経営安定と林地残材の有効活用

を図るくまもと型地域循環システムを構築す

るために、木質バイオマス加温機の導入支援

や燃焼灰の有効活用に取り組みます。 

 61ページをお願いします。 

 花き新技術実践供給力強化事業です。 
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 本県の主要な花である宿根カスミソウとト

ルコギキョウについて、計画出荷や反収増加

を目的に、冷房育苗など、新技術の導入に必

要な装置等の整備を支援してまいります。 

 園芸課は以上です。 

 

○中村畜産課長 畜産課でございます。 

 資料62ページをお願いいたします。 

 あか牛新生産システム緊急対策事業は、あ

か牛の繁殖雌牛の増頭を図るものでございま

す。潜在的な肥育素牛不足の解消と繁殖雌牛

の増頭を同時に行うため、乳牛にあか牛の受

精卵を移植し、あか牛を生産させる新たなシ

ステムを構築するものでございます。 

 ２の事業内容(3)は、本事業が平成26年度

から実施しており、本年度から乳牛からあか

牛が生まれるため、円滑な流通となるよう支

援するものでございます。 

 63ページをお願いいたします。 

 優良乳用牛導入支援事業は、能力の高い乳

用雌牛群の整備を推進するもので、生乳生産

量の維持、増加を図るものでございます。 

 農協等が、能力の高い乳用雌牛を導入し、

酪農家に貸し付けた場合、その導入費の一部

を助成するものでございます。 

 64ページをお願いいたします。 

 飼料用米等利用拡大支援事業は、自給飼料

に立脚した畜産経営を目指し、地下水の涵養

等の効果も期待される飼料用米等の利用拡大

及び食品残渣の飼料化の取り組みを推進する

ものでございます。 

 市町村や農業団体が行う飼料用米の安定供

給、価格設定及び利用調整に関する合意形成

を支援いたします。また、飼料用米の利用に

不安を抱く畜産農家が行う給与実証経費を助

成するものでございます。 

 65ページをお願いいたします。 

 地下水保全堆肥広域流通促進事業は、家畜

排せつ物の適正処理・管理とあわせ、耕種農

家が行う土づくりへの利用を促進するもので

ございます。 

 くまもとグリーン農業と連携し、堆肥の広

域流通を可能とする体制を整備するため、畜

産地帯と耕種地帯の堆肥需給のマッチングや

堆肥の保管施設の整備を支援するものでござ

います。 

 66ページをお願いいたします。 

 家畜保健衛生所施設整備事業は、家畜伝染

病の発生の際に、地域の防疫拠点となる家畜

保健衛生所の疾病診断能力の高度化、迅速化

及びバイオセキュリティーの確保を図るもの

でございます。 

 ５月に新たに開所いたしました中央家畜保

健衛生所の旧庁舎の解体に要する経費、城北

家畜保健衛生所の新庁舎建設に係る実施設計

及び地質調査、及び阿蘇家畜保健衛生所の改

築に必要な基礎調査の経費でございます。 

 67ページをお願いいたします。 

 畜産クラスター事業でございます。 

 ６月補正予算でも計上しておりますが、こ

ちらは、昨年度の経済対策対応の２月補正予

算でございます。各地域の畜産関係者が連

携、結集した畜産クラスター協議会が作成し

た計画に位置づけた中心的な経営体が行う施

設整備を支援するものでございます。 

 68ページをお願いいたします。 

 天草大王輸出・ハラール推進事業でござい

ます。 

 県農業研究センターで飼育されている「原

種天草大王」「九州ロード」の増羽を推進す

ることにより、天草大王の生産基盤の体制を

強化し、生産の振興を図るものでございま

す。 

 農業研究センターにおける種鶏飼育羽数の

増羽に加え、ハラール専用飼料の開発、普及

などにより、天草大王のイスラム圏への販路

拡大を目指すものでございます。 

 69ページをお願いいたします。 

 「くまもとの牛」海外進出加速化対策事業

でございます。 
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 国の牛肉輸出戦略に同調し、アメリカ、カ

ナダ、香港、ベトナム及びインドネシアを中

心としたイスラム圏に対する県内牛肉輸出拠

点からの県産牛肉の輸出を図るものでござい

ます。 

 肥育農家に対し、衛生的で、かつ世界的な

家畜飼養管理の基準となりつつあるアニマル

ウエルフェアに配慮した飼養管理を推進する

とともに、牛肉輸出拠点の体制整備に対する

支援や農業団体が行う輸出対応農場拡大に向

けた取り組み及び出荷体制の整備などを支援

するものでございます。 

 畜産課は以上でございます。 

 

○久保田農村計画課審議員 農村計画課でご

ざいます。 

 課長の池田、忌引でおりませんので、かわ

りまして、私、久保田と申します。御説明申

し上げます。 

 資料70ページをお願いいたします。 

 国営土地改良事業等についてでございま

す。 

 まず、３つありまして、上段の川辺川地区

でございます。 

 一昨年の平成25年８月に、事業推進につき

まして、関係市町村の間で合意がなされてお

ります。構成をします３つの事業のうち、か

んがい排水事業については廃止、農地造成及

び区画整理の両事業につきましては、計画変

更を行っていくという内容でございます。 

 これを受けまして、国においては、今年

度、５億円の予算を計上しております。事業

終息に向けて、土地改良法手続の準備を進め

ているところでございます。 

 続きまして、中段、大野川上流地区でござ

います。 

 本事業は、新規水源として産山村に大蘇ダ

ムを建設しまして、周辺の阿蘇市、産山村及

び大分県竹田市にまたがる農地へ農業用水の

供給を行うものでございます。 

 国は、今年度、16億円の予算を計上してご

ざいます。本年度、計画変更を行いまして、

早期の事業完了に向けて努めてまいりたいと

の意向でございます。 

 最後に、直轄海岸保全事業の玉名横島地区

でございます。 

 国は、本年度、14億円余の予算を計上して

ございます。高潮、波浪等から背後地を守る

ため、引き続き老朽化した海岸堤防や樋門等

の改修を進めることとしております。 

 続きまして、71ページをお願いいたしま

す。 

 県営土地改良調査計画費でございます。 

 この調査費は、今後県営事業として整備が

必要な地区において、事業計画の策定や農業

水利施設の機能診断並びに機能保全計画の策

定を行うものでございます。 

 農村計画課は以上でございます。 

 

○西森農地整備課長 農地整備課でございま

す。 

 説明資料の72ページをお願いいたします。 

 県営経営体育成基盤整備事業でございま

す。 

 この事業は、圃場の整備を行います事業

で、水田の区画整理や用排水路、農道などの

整備を行う事業でございます。あわせまし

て、ソフト事業を一体的に実施しますことに

より、農地の集積や集団化を行い、生産性の

高い農業構造の実現を図るものでございま

す。 

 今年度は、单尾迫地区など、19地区を実施

することとしております。 

 続きまして、73ページをお願いいたしま

す。 

 農地防災事業でございます。 

 中ほどに事業内容を示しておりますが、防

災ダムやため池、湛水防除事業などの事業を

実施いたします。農地や農業用施設を自然災

害から防護しますことで、農業生産の維持及
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び農業経営の安定を図り、あわせまして国土

の保全、環境の保全に資するものでございま

す。 

 本年度は、ため池の改修や排水ポンプの整

備など20地区と、調査・点検事業としまし

て、ため池のハザードマップの作成を実施す

ることとしております。 

 農地整備課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○原技術管理課長 技術管理課でございま

す。 

 説明資料74ページをお願いいたします。 

 農地情報共有化促進事業です。 

 本事業は、農業、農村の諸問題を解決する

ため、県、市町村、農業団体で農地情報を共

有するため、図面等で見える化するシステム

を構築するものでございます。 

 現段階では、独自に開発いたしました農地

ＧＩＳシステムを活用した農地の出し手、借

り手をマッチングさせる人・農地プラン作成

支援システム、日本型直接支払制度を支援す

る多面的機能支払管理システム等が、各市町

村ごとに運営されています。 

 今後は、県全体を対象といたしました広域

農地ＧＩＳシステムを開発する計画でござい

ます。 

 75ページをお願いいたします。 

 地籍調査事業です。 

 この事業は、本年度から当課で所管するこ

ととなりました。 

 市町村が、国土調査法に基づき、一筆ごと

に境界等を明らかにし、地籍図や地籍簿を取

りまとめる地道な業務でございます。成果

は、不動産登記や課税台帳に反映されます。

先ほどの農地情報共有化促進事業の基礎図と

しても重要でございます。都市部での過剰な

権利者意識や山村部での過疎化、高齢化によ

る境界情報の喪失により、早急に地籍調査を

完了させることが重要であると考えておりま

す。 

 県下29市町村で完了し、本年度は残りの16

市町村で実施いたします。 

 技術管理課は以上でございます。 

 

○赤羽森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 森林整備課からは、３点主な事業を説明さ

せていただきます。資料の76ページをお願い

いたします。 

 森と担い手をつなぐ集約化促進事業でござ

います。 

 これは、所有者が不明な森林や施業が放置

されている森林について、適正な整備を促進

するため、森林所有者への働きかけを行うと

ともに、意欲ある担い手に対する経営の委託

や所有のあっせんなどを行うものでございま

す。 

 本年度は、県内８地域において設定された

モデル団地において、重点的に取り組むこと

としております。 

 続きまして、77ページをお願いいたしま

す。 

 森林環境保全整備事業でございます。 

 これは、森林整備の基本となる事業でござ

いまして、民有林において、植栽、下刈り、

除間伐といった造林に関する各種施業の実施

について支援するものでございます。 

 最後に、78ページをお願いいたします。 

 民有林主伐・植栽一貫作業システム推進事

業でございます。 

 これは、造林時のコストを低減すること

で、着実に再造林が行われるよう、非常に扱

いやすくて活着がよく、年中時期を問わず植

林が可能なコンテナ苗を用いた、主伐・植栽

一貫作業システムの民有林への導入を推進す

るとともに、コンテナ苗の生産体制の整備を

図るものであります。  

 森林整備課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 
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○宮田林業振興課長 林業振興課でございま

す。  

 資料の79ページをお願いします。 

 林建連携雇用創出促進対策事業ですが、こ

れは建設業からの林業参入を支援する事業

で、連携会議の開催、林業機械の導入等の助

成を行うものであります。 

 続きまして、80ページをお願いいたしま

す。 

 地域林業担い手育成実践モデル事業です

が、これは、新規としまして、地域林業の担

い手であります自伐林家の事業規模拡大や新

たな経営体の創設のための支援等を行う事業

であります。 

 続きまして、81ページをお願いします。 

 特用林産物及び緑化木生産の振興対策です

が、シイタケやタケノコなどの生産加工施設

の整備、イベント開催等によります需要拡大

を、引き続き図るものでございます。 

 続きまして、82ページをお願いします。 

 林道事業ですが、これは、木材生産や森林

整備など、林業経営の効率化を図るために林

道を整備するもので、県営、市町村営合わせ

まして35路線を計画しております。 

 次に、83ページをお願いします。 

 木造設計・建築技術普及事業ですが、これ

は、新規といたしまして、公共施設の木造化

を推進するために、建築士や市町村担当者を

対象としました研修会の開催、普及マニュア

ルの作成等を行います。 

 次に、84ページをお願いいたします。 

 くまもと地産地消の家づくり推進事業です

が、これは、施主の方に県産木材を提供する

ことで、地産地消の大切さへの理解を深めて

いただくとともに、県産材の需要拡大を図る

ものであります。 

 次に、85ページをお願いいたします。 

 木質バイオマス等エネルギー対策事業です

が、施設園芸ハウスにおける木質バイオマス

の活用を推進するため、木質ペレットの製造

体制強化など、安定的な木質ペレット供給体

制の確立を目指すものであります。 

 次に、86ページをお願いいたします。 

 くまもと木材新流通システム構築事業です

が、これは、新規といたしまして、木材の需

給情報の共有化により安定供給体制を構築

し、山元への利益還元を図るもので、木材情

報センターや中間土場運営等を支援するもの

であります。  

 林業振興課は以上です。 

 

○三原森林保全課長 森林保全課でございま

す。 

 資料の87ページをお願いします。 

 まず、治山事業でございます。 

 この事業は、降雨等による山地に起因する

災害から県民の生命、財産を保全するととも

に、水源涵養や生活環境の保全、形成を図る

ための事業を実施するものです。 

 事業内容としましては、復旧治山、水源地

域整備、予防治山など、県内62カ所の実施を

予定しております。 

 続きまして、資料の88ページをお願いしま

す。 

 治山激甚災害対策特別緊急事業でございま

す。 

 この事業は、平成24年度の熊本広域大水害

により被災した一連の地区の再度災害を防ぐ

ため、緊急治山事業に続き、平成25年から平

成27年度まで、全体計画に基づき集中的に復

旧を行ってきております。 

 本年度は、最終年度として52カ所の実施を

予定しております。 

 森林保全課は以上です。よろしくお願いい

たします。 

 

○木村水産振興課長 水産振興課でございま

す。  

 資料の89ページをお願いいたします。 
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 熊本産「クマモト・オイスター」生産流通

推進事業です。 

 クマモト・オイスターをくまもとブランド

として確立し、新たな産業として育成するこ

とを目的としております。養殖に用いる稚貝

の生産、中間育成、養殖試験の指導、出荷の

際の衛生検査及び販売戦略の構築といった、

養殖生産全般にわたる内容について進めるこ

ととしております。 

 続きまして、90ページをお願いいたしま

す。 

 活力あるくまもと水産業づくり事業です。 

 この事業は、第33回全国豊かな海づくり大

会を契機とした、本県の水産業の総合的な振

興を目的としたものです。漁船漁業、養殖漁

業、６次産業化といった加工業及びこれらを

推進するため、各地で策定されております浜

の活力再生プランを支援する事業内容となっ

ております。 

 また、水産研究センターにおいて、大学等

との研究連携を強化し、新たな研究の推進及

び新たな養殖業の生産に向けた水産研究イノ

ベーション事業に取り組みます。 

 引き続き、91ページをお願いいたします。 

 さかながとれる豊かな海づくり事業でござ

います。 

 この事業は、本県水産物の安定供給と漁業

経営の向上を図るため、稚魚の放流を行いま

す栽培漁業と漁獲の制限等を行います資源管

理型漁業を組み合わせ、効果的、効率的な推

進を図る事業でございます。 

 引き続き、92ページをお願いいたします。 

 内水面漁業振興対策事業でございます。 

 内水面の漁業振興に関する法律が制定され

たのを受けて行う新規事業でございます。県

の内水面振興計画の策定に向けた検討やブラ

ックバス等の外来魚対策、カワウ被害対策、

ウナギ資源対策について取り組むこととして

おります。 

 引き続き、93ページをお願いいたします。 

 有明海再生事業でございます。 

 この事業は、有明海の海域特性や過去の知

見を考慮した、より効率的な種苗放流による

増殖技術の開発や、海底耕うんによる生物量

の変化や底質の改善状況の調査、有明海沿岸

４県協調による二枚貝等の資源回復のための

取り組みを実施することにより、有明海にお

ける漁業の再生への取り組みを促進するもの

でございます。 

 94ページをお願いいたします。 

 くまもとの魚アジア市場ターゲット事業で

ございます。 

 この事業は、アジア圏への県水産物の輸出

促進を図りますとともに、国内市場への販路

拡大、魚食普及等に取り組むことにより、稼

げる水産業の実現を図るものでございます。 

 水産振興課は以上でございます。 

 

○長井漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 資料の95ページをお願いします。 

 まず、水産環境整備事業でございます。 

 本事業は、効用が低下しております漁場の

生産力の回復や水産資源の生息場の環境改善

を図るために、覆砂による底質改善や藻場造

成等を行うものでございます。本年度も、引

き続き有明海・八代海沿岸及び天草西漁場で

行ってまいります。 

 次に、96ページをお願いします。 

 漁港施設機能強化事業でございます。  

 本事業は、漁港における高波・波浪対策と

して、防波堤や岸壁等のかさ上げ改良等の整

備を行い、漁港施設の機能強化を図るもので

ございます。本年度は、丸島漁港、鳩之釜漁

港、牛深漁港ほか８港において行います。 

 次に、97ページをお願いします。 

 水産流通基盤整備事業でございます。 

 本事業は、安全で安心な水産物の安定供給

を図るため、拠点であります第３種漁港にお

いて、水産物の品質、衛生管理の向上及び陸
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揚げ・集出荷機能の強化等に資する漁港の整

備を行うものでございます。本年度は、牛深

漁港において行います。 

 次に、98ページをお願いします。 

 水産生産基盤整備事業でございます。 

 本事業は、水産資源の維持、増大と水産物

の生産機能の確保を図るために、漁港施設等

の整備を行うものでございます。本年度は、

塩屋漁港、御所浦漁港で実施いたします。 

 漁港漁場整備課は以上でございます。よろ

しくお願いします。 

 

○浦田祐三子委員長 以上で執行部の説明が

終了しましたので、質疑を受けたいと思いま

す。なお、質疑を受けた課は、課名を名乗っ

て、着席のまま説明をお願いしたいと思いま

す。 

 それでは、質疑のほうはございませんか。 

 

○前川收委員 部長の説明の中に日本型直接

支払制度の話がありまして、積極的に活用す

るということとともに、条件不利地域におい

ては小規模基盤整備等々に資するという説明

がございました。 

 これからの中山間地域を含めた農村社会を

維持していく上においては、とても大きな、

この多面的機能交付金というのは使い勝手の

いい資金だと思っていますが、全体的に見る

と、去年から始まっているんですけれども、

去年が大分、なれてなかったことも含めてで

すけれども、余っているというんですかね、

予算を使い切ってないという地域がたくさん

あるということをお伺いしております。 

 私の地元でも、よく農村社会を維持するた

めに必要なことがあると、それについて何か

県でやってくださいとか市でやってください

とかという話が日常的に大変たくさんあるん

ですけれども、それらのものを、できれば多

面的機能を使ったらどうですかというアドバ

イスを私は大変たくさんやっているんですけ

れども、時々ですけれども、やっぱりそれは

目的にかなわないということがないわけでは

ないんですね。 

 できれば、農村というのは、結果として多

面的機能というのは、別に農道と農地だけで

維持されているわけじゃなくて、集落そのも

ので維持されているという、特に米等々は、

水は上から下にしか流れないし、河川の中に

ある水ののみ口、用水ののみ口から始まって

河川に戻すところまで一貫した、まあ社会と

して、農村集落社会として維持されていると

いう要素がとても大きいというふうに思って

おりまして、国が決めていることだとは思い

ますけれども、できれば、農村集落の維持の

ためにも、尐し拡大解釈で使えるようにして

あげてほしいなという思いをたくさん持って

おりまして、ぜひそのことに取り組んでいた

だきたいと思いますけれども、まずは昨年の

予算を若干使い切ってないという部分につい

ての原因ですね。そのために、ことし何をや

っていかれるのか。 

 多分、私は、使う側の農村集落の皆さん方

が、何に使っていいのか、もしくは悪いのか

の仕分けが、これもまだきちっとはできてな

いという部分があって、市役所に聞くと、な

かなか厳しいと言うけれども、県に聞いた

ら、いいですよと言って、県がだめだと言っ

ても、国はいいですよと言う、逆のパターン

も含めてですね。そういう部分の整理をきち

っとやっていきながら、なるだけ農村社会維

持のために、広く使っていただいたほうがい

いわけですから、活用いただきたいと思いま

すけれども、その点については、ことし、ど

ういう取り組みをなさるのか、御説明をいた

だければと思います。 

 

○村山むらづくり課長 むらづくり課でござ

います。 

 ありがとうございます。多面的機能に関し

ましては、先生のほうにも、いつも地元のほ
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うのきめ細かな運用等御指導いただいていま

して、大変ありがとうございます。 

 御指摘のとおり、予算を繰り越している地

域が非常に多いと。１つ原因としては、その

交付がちょっと遅かったということもありま

すし、やはりあと、委員御指摘のように、理

解が進んでいない部分も確かにあるかもしれ

ません。ですので、実際にどのようなものに

活用できるのかとか、そういったことについ

ては、しっかり担当者会議なんかを進めてい

る中で共有していきたいと思っております。 

 また、多面的機能については、これからど

ういう、使い方次第で非常に有効な集落の財

源になっていくと思いますので、その辺はし

っかり指導していくようにしたいと思ってご

ざいます。引き続き、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

○前川收委員 課長には、私の地元の説明会

に来ていただいて御説明をいただいたという

ことで、御努力いただいているのは十分わか

っていますけれども、やっぱり日本型直接支

払制度という法律に基づく大きな制度の中で

やられた多面的機能支払交付金ですけれど

も、結果としてこれが余っていくということ

になると、５年間ですけれども、その後の―

―私としては、５年たった後に、もう一度、

もう一度といってローリングして、また継続

してもらいたい基金だと思っていますけれど

も、その辺のところが余ってしまうと、非常

に困る。 

 現場で聞くと――もちろん、市役所はわか

っているとか、土地改良区はわかっていると

いっても、現場の区長さんが時々私のところ

に来て、こういうことがあるんだけど、どう

しようかという話があるけれども、全く想像

してないんですよね。多面的機能という部分

と全く関連づいてない。でも、もしかする

と、それは多面的機能でやれるんじゃないか

という話を私のほうからアドバイスをして、

まあやれたところもやれなかったところもあ

るんですけれどもね。やっぱり徹底的にそこ

を使っていただけるように広く知らしめてい

ただきたいと思っておりますし、一つ意識と

して、これはいいことなんだけれども、熊本

にはにんじくという制度があって、多分にん

じくと言ったり、いろいろ言い方は違うかも

しれませんが、皆さんが無償で村の維持活動

のために出てきて、そしていろんな……(発

言する者あり)言わない、にんじくとは。公

役か。うちのほうはにんじくと言うんですけ

れどもね。公役と言ったり、にんじくと言っ

たり。公役は、何かあんまりよか言い方じゃ

ないね。苦しいの苦に重なったら。 

 そういうふうにやっているんだけれども、

その多面的機能でやれるんだけれども、とて

も公役じゃできない、つまり、技術とか機械

とか、そういったものを使わないとできな

い、そういう場合には、委託してもいいです

よという制度になっているけれども、委託に

結びついてないですね、まだ。これは委託し

てもいいんだと、委託をどんどん活用しなさ

いよと私は言っているんですよ。これは公役

でできる範囲とやっぱりできない範囲があっ

て、それはもう委託したほうが早いというこ

とも――どんどん活用できるんですよ。だか

らといって、公役をしなくていいと言ってい

るわけじゃなくてですよ。その辺のところの

説明もまだ足りないと思っていますけれど

も、そこはどういう説明をなさっているんで

すか。 

 

○村山むらづくり課長 説明としては、こう

いう共同活動等に活用してくださいというこ

とですので、そういった説明をさせてもらっ

ていますが、確かに、ただ、細かいところで

すね、住民の方々への周知徹底というのがま

だ不十分なところがあるかと思いますので、

その御指摘については受けとめまして、また

しっかり話ししまして…… 
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○前川收委員 これは、共同活動に御活用く

ださいと説明しているわけでしょう。それ

は、もちろんメーンですよ、それがね。だか

ら、共同活動にしか使っちゃだめなんだと思

うんですよ、共同活動に御活用くださいと言

えば。じゃあ、共同活動でやらなきゃいけな

いんだということになるわけで、技術的に共

同活動でできないことは委託なさってもいい

ですよというところまでちゃんと言ってもら

わないと、何か共同活動で使うのはいいこと

で、委託はできない、もしくは余りよくない

という意識があるけれども、私は委託をどん

どんやっていいと思っているんですよ。でき

ないことをやれと言ったって、それはできな

いわけですからね。しかも、農業の専門家で

あっても、例えば土木の技術が要るとか、い

ろいろありますよ。やっぱり用水の維持とか

用排水の維持というのは、農業土木でやって

いる範疇のものですからね。そういうところ

は、やっぱりもうちょっときちっと伝えてい

ただきたいなというふうに思っています。 

 

○村山むらづくり課長 御指摘の部分も、し

っかり周知徹底を図るようにいたしたいと思

います。よろしくお願いします。 

 

○山本秀久委員 私は、農業技術課にお願い

したいんですが、普及員の問題。 

 この普及員の皆さんは、大変努力をしてい

るわけですよ。これができるだけ活用される

と、いろいろな問題に、今の部落のいろんな

問題も解決していく。そういう意味で、今ど

ういう状態でその普及員の価値観というの

は、振興局ではどういうふうな動きをしてい

るかということをちょっとお尋ねしておきた

い。 

 

○下舞農業技術課長 山本先生がおっしゃる

のは、数とか、そういう活動の実態とか、ど

ういったことでしょうか。そういった話でよ

ろしいんでしょうか。 

 

○山本秀久委員 普及員の活躍している状態

たい。どういうふうに――しているんだろ

う、普及員は。 

 

○下舞農業技術課長 先ほども御説明いたし

ましたが、協同農業普及事業で、農業改良助

長法に基づきまして農家に直接接してやって

おります。 

 基本は、この普及計画を毎年地域振興局ご

とに定めまして、その中でも特に、例えば農

地の集積とか組織づくりとか、あと産地づく

りとか、そういった重点計画をもとに、重点

的に農家に対象を絞って活動をしている、そ

の他、農協の部会ごとに対応するような要請

活動、そういったものをしながら全体的な農

業振興を図っているといったような形でござ

います。 

 

○山本秀久委員 それが、できるだけ効果が

出てないんだ。もう尐し農業普及員の大切さ

というのは――本部のほうの、この振興局の

中で動いて一生懸命やっているのは、普及員

の人が本当に一生懸命やっているんだ。それ

がなかなか波及効果が出てないということは

どういうことなのかというのが、私は疑問に

思っているわけだ。何で、それだけ一生懸命

農業普及員の人は、自分の時間も惜しまず、

日曜、祭日も出かけてやっているわけだ。私

が30年間こうやって見ている場合に、農業普

及員の活躍というのは、農村では大変重要な

役目を果たしていることを私は知っているわ

けだ。それがなかなか農業生産の問題に結び

ついてこないということは、何か問題があり

ゃせぬかと。 

 だから、そういうことで、前に私は経験し

たことがある。確かに、一生懸命、10年か20

年ぐらい前だったと思うけれども、芦北振興
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局の中で、大変農家の皆さんが、その普及員

に対して信頼の度合いを持っているわけだ。

その信頼の度合いの人間を、何で転勤させて

しまうかと、私、１回言ったことがある。こ

れだけ一生懸命やっている人間を、何で転勤

させるんだと言ったことの記憶を私は持って

いるわけだ。 

 そういう人事異動に対しても、よく考えて

やってくれぬと、その地域の問題点を把握し

てないもの。そういう点を私は感じてならな

いんだ。そして、あれだけ一生懸命やってい

る普及員の皆さんは、本当自分の時間を惜し

みなく農業生産の問題やいろんなものに、個

別に相談役をしているわけだな。そういう点

の波及効果は――もうちょっと普及員の働い

ている姿が尐しは生きてくるようにしてくれ

ぬかなというのが私の持論なんです。それを

一応お願いしておきたい。それに対して、ど

ういうふうな考え方を持っているかというこ

とを聞きたいんだ。 

 

○濱田農林水産部長 今委員御指摘の普及の

あり方に対する、もうこれは深い問題だと思

っています。 

 確かに、昔ですと、普及員もふんだんにお

って、その地域にすごく入り込んで、詳しい

人が、その地域でずっと何年間も産地も見続

けて、産地の芽生えから大産地に上げるま

で、ずっと面倒を見てきたという歴史、過去

の普及の輝かしい歴史がございます。 

 ただ、今、体制がこれだけ、何といいます

か、職員も尐なくなっている中で、いかに効

率的にそういった品目を維持し続けるかとい

うのが、我々の課題だと思っています。 

 今課長からも返事がございましたが、農協

の、やや部会中心のそういった指導体制に今

やっぱり移らざるを得ないような体制になっ

ているところが、若干やっぱり、何といいま

すか、きめ細かさとか、新たな作物の掘り起

こしとか、そういったところが弱いのかなと

私たちも感じております。かなり私たちも、

その普及の体制の問題は悩んでいる状況でご

ざいます。 

 そこは、今後、ちょっと問題点を洗いなが

ら対処していきたいと思いますし、委員から

御指摘ございました、人事異動のタイミング

の問題、いかに――今、ややもすればサラリ

ーマン化して、サイクルはちょっと短くなっ

て、地域のこともあんまり詳しくないという

ような状態ではなくて、やはり詳しい人、そ

の品目のスペシャリストをその地域に置くよ

うな、そういった取り組みも、やはり拠点、

拠点ではしていかないかぬなという問題意識

は持っております。 

 

○山本秀久委員 もう尐し県の普及員の皆さ

んが、ＪＡの中とか農協の中にも入り込むべ

きじゃない。遠慮しているんだ。だから、入

り込めよと言っているんだけどな。なかなか

入り込めない。 

 だから、農協にも私は言ったことがある。

農協の普及員とよく話をしてくれぬかと。そ

して、お互いに県と農協の格差のないように

してもらわぬと、地域性の問題が把握――根

が生えないんじゃないかと。そして、園芸農

家の問題に対しても、それが大きく左右して

いるわけだ。園芸の問題にもね。今、園芸な

んかも、特にその必要性があるわけだから、

だからそういう点をよく考慮してもらいたい

というのが私の長年の願いなんだ。そういう

ことです。 

 

○前川收委員 山本先生がおっしゃったとお

りでありまして、農業普及員に対する期待感

というのはとても大きくて、普及員がいるの

は県とそれから農協組織だけです。市町村に

普及員がいる市町村はないと思います、県内

には。普及員そのもの、免許を持っている人

はそもそもいない。これはもう免許制度に今

なっていますから、国家試験だったと思いま
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すけれども、国家試験で免許を取っていただ

いているわけでして、農協のほうがどの程度

その国家試験取得者が――国家試験だったと

思いますけれども、何か試験を受けています

よね、普及員は。取得者がいるのかがちょっ

と私は数値がわかりませんが、もうメーンは

本当に、今山本先生がおっしゃったとおり、

県が頑張らないと、農協が普及活動をどこま

で頑張っているかと言われると――ちょっと

そのほかの組織のことを言っちゃいかぬです

けれども、尐し疑問がありましてですね。や

っぱり県が頑張らなきゃいけない。 

 とはいえ、余りにも人員を削減し過ぎて、

新規採用枠なんかをずっと毎年見ていると、

この先果たしてどうなるんだろうと思えるぐ

らいに普及員、まあ最初から普及員の人はい

ないわけですから、採用時から普及員という

人はいないけれども、その普及員の卵、普及

員になることを前提に学校で勉強してきた人

たちの採用がとても尐ない。まあ、全体も尐

ないんだけれども、特に尐ない。そういうこ

とはやっぱり計画的にやっていただかなきゃ

いけないというふうに思っています。 

 ＩＣＴを利用してアイパッドの導入なんか

もやっていただきました。それはそれなりに

――今すぐ成果が出ているかどうかは私はわ

かりませんけれども、成果を出していただき

たいと思いますが、普及員は尐なくなった。

事務的作業、いわゆる山本先生がおっしゃっ

た、現場で指導する活動とプラス、プラスで

すね。事務所で事務的な仕事、これは物すご

く大きくなっているということから考えれ

ば、必然的に現場に行く数が尐なくなる、も

しくは土日返上で頑張らなきゃいけないとい

う負担がとても大きくなる。個人の資質につ

いては、とても頑張っていらっしゃると思っ

ていますけれども、そのことが結果として普

及活動が円滑にいかないということにつなが

るのかなと思っています。 

 農研センターは、例えばイチゴの話で、ま

だ名前は、今公募なさっていますけれども、

新しいイチゴの品種をつくられました。とこ

ろが、とても評判のいい「ひのしずく」です

か、熊本でつくられていた、この「ひのしず

く」よりも、現在は「さがほのか」のほうが

たくさん植えつけられていると、今現在。と

いうことは、やっぱり普及と農研との連携、

ここがちょっと私は、まあ気づきがあってや

られたことだとは思いますが、そうなる前に

やっぱり改良点があれば改良しておくべきだ

ったんだろうと思います。「ひのしずく」が

要らないというんじゃなくて、それはやっぱ

り特化してつくるべきはつくる。しかし、な

ぜ「さがほのか」に皆さんが走っていったの

かということは、やっぱり生産性の問題等々

があったんだろうと思いますし、別によその

ものを使うからだめだとは言っていませんけ

れども、やっぱり熊本に農研センターがあっ

て、普及員がいて、頑張ってやっていて「さ

がほのか」のほうがたくさん植えられていま

すと言われてしまうのは、農業県熊本として

はとても残念なことであります。 

 ですから、トータルで見たときに、普及員

をこれから、まあ年次計画で――今すぐどう

しろというのは、すぐ変わるわけじゃないの

で、この先、５年先、10年先を見据えたやっ

ぱり人事配置の計画等々も含めて、しっかり

考えてもらいたいと思っています。じゃない

と、本当に農業県じゃなくなってしまう可能

性があると。 

 生産額でも４位ですか、今。個人所得で言

えば何位だったっけ。(発言する者あり)４位

ですよね。農家所得が４位で、総生産額が５

位か。やっぱりこれを維持、もしくは上げて

いくという大きな目標で頑張っていくために

は、普及員と研究部門が一体となってやって

いくということが必要だというふうに思って

いますけれども、いかがでしょうか。 

 

○下舞農業技術課長 まず、数のほうは、政
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策課のほうから説明があるかと思うんですけ

れども、試験研究と普及の連携ですけれど

も、今例に委員が挙げられました「ひのしず

く」の話です。 

 結局、試験研究、技術開発なり、品種の開

発をする際に、やはり実際現場に使われてい

る段階でどう普及させていくか、どの程度技

術が発揮できるかという検証を、やはり出す

前からも関係機関、ＪＡなり団体、あと県が

しっかり見きわめながらやるというのが必要

だと思います。そうやってできた成果を、普

及のほうが迅速に、あと農家に効果的に伝え

ていくという連携が、これまでやはり尐し足

りなかった部分があるかと思います。 

 そこで、やはり県内部でも、そういう農業

技術会議という、試験課題の設定とか評価を

やる組織を設けましてしっかりやっているん

ですけれども、これまで以上に技術開発から

普及に至るまでの見きわめを十分できるよ

う、団体とも一緒になってやっていきたいと

思っております。 

 

○白石農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 普及員の確保につきまして、いろいろあり

がたいお話をいただいておりまして、非常に

普及員の重要性というのは我々も認識してお

ります。 

 その中で、県庁全体で行政改革の定員管理

計画というのがありまして、全体的に大体今

の定員管理計画が４％強ぐらい削減になって

おりまして、農林水産部も、全職種大体――

事務職員も含めて、大体そのぐらいの削減率

になってきていると。 

 今後を含めまして、現場の普及体制、それ

から研究体制、それからさらに本庁の行政体

制、そのバランスをしっかりとって、特に現

場にはしっかり注視しながら、今後の職員の

配置あたりを考えていきたいと思っておりま

す。 

 以上です。 

 

○松尾農業研究センター所長 農研センタ

ー、松尾でございます。 

 普及と研究の連携ですけれども、一応、ま

ず課題の設定をするときに、基本的に、農家

もそうですが、各地域の普及指導員あたりに

も調査をかけます。その段階で上がってきた

ものを選別しまして、試験課題として設定し

ていくことになります。 

 その次に、先ほど委員のほうからイチゴの

ＶＳ０３の話がございました。これが26年度

の成果ということで公表いたしましたけれど

も、その成果として公表します前に、まずモ

ニター農家というのを数戸設けております。

そのモニター農家で、実際、農研センター内

の調査結果といいますのを実証試験をしてい

く。その段階では、必ず現場の普及指導員あ

たりも参画いたしております。 

 それが最終的な成果としてまとまりました

ものを、今普及に向けて活動しております

が、その最終的な成果の共有、それからモニ

ター農家で出てきた課題への対応、そういっ

たものもきちんと――ことしになりましてか

らも、６月過ぎに数回、現場の普及指導員、

管内イチゴの担当の普及指導員との会議、あ

るいは現場の農家、生産部会の部会長さん、

農協、そういったところと一生懸命連携しな

がら進めておりますので、お話のとおりの課

題がまだ残っておりますけれども、徐々に今

から解決をしていくんじゃないかなというふ

うに思っております。 

 

○前川收委員 わかりましたが、普及員の数

の問題については、ＩＴ化をしながら作業効

率を上げていく職種ができる業態というのか

な、例えば事務屋さんであれば、今まで手書

きでつくっていた表とか表計算とかいろんな

やつが、コンピューターを使えば相当効率化

していける部分が私はあると思っています。 
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 ただ、残念ながら、残念と言ったらいかぬ

けれども、普及員の仕事は、どんなに技術

が、何というか、事務的、機械的なコンピュ

ーターとか、そういった技術が革新的に、飛

躍的に進歩しても、やっぱりマンパワー、人

でやらなきゃならないところというのはたく

さんあるんですね。それはもう全く間違いな

いと思います。人でやるしかない、人とのコ

ミュニケーションでやるしかない仕事という

のは、さっき山本先生がおっしゃったとお

り、それがとても大事な部分であって、です

から、例えば事務屋の――事務屋には申しわ

けないんですけれども、事務屋の人たちを何

％減らしたから、普及員も一律で減らします

よという概念は、私は正しくないと思いま

す。その仕事の内容でやっぱり考えていって

いただいて、効率化できる部分はその機械が

かわってやるというところ、機械でかわれる

部分はね。かわれる。しかし、機械ではでき

ないことは、やっぱりマンパワー、人でやら

なきゃいけないんだから、その部分を事務屋

と同じように削減していくということを、仮

にそれが正しいと思ってやるのであれば、私

は間違いが起きると思っていますので、必ず

起きてくると思いますので、その点は、部長

さん、やっぱりきちっと人事課あたりとも話

をしながら、その内容いかんではかえられな

い。特に、現場の話というのは、機械化でき

ない部分がたくさんあるんだということを―

―だから、一律が一番安易で、簡卖で、みん

な従いやすいんだけれども、そういうことじ

ゃなくて、きちっと理屈を立てて、その部分

はやっぱり削減していかない。 

 じゃないと、将来、本当に普及員の数がど

んどんどんどん、今の流れでいくと、今以上

に減っていくことはもう間違いない話ですか

ら、そうなると、我が県の生産がもっと厳し

くなるということに直結すると思いますの

で、ぜひその辺の――例えば、一律何％と、

今４％とおっしゃったのかな、何か削減率み

たいな話は。それは、やっぱり一律じゃない

ということをちゃんと言ってくださいよ。そ

うすべきだと思いますけれども。 

 

○濱田農林水産部長 きょう、普及員の、何

といいますか、期待について、非常に先生方

から貴重な御意見をいただきました。 

 この御意見とともに、我々自身も、この普

及こそが県の本来業務というか、最後まで残

る業務であり、そして、地域の農業を支える

大切な基盤だという認識は変わっておりませ

ん。本日の議論を内部でもしっかりこなし

て、私たち、主張していきたいと思います。 

 

○山本秀久委員 今前川委員からいろいろ話

があったけれども、この普及員というもの

は、今高齢化社会で後継者がいないと言われ

る時代なんだ。そういうときに、普及員の活

躍というのがいかに重要性があるかというこ

とを認識してほしいわけだ。そうすると、年

寄りの方々は、話して安心するわけだ。そし

て、実際に自分たちでやってきているからわ

かるわけだな。そうすると、子供たちにも、

それの伝達ができるわけだ。それが消えてし

まっているわけだ、機械化されてしまって。

人間対人間のつながりがおろそかになってし

まっているものだから。 

 さっき言ったように、普及員というもの

が、いかにその地域に密着した仕事をしてい

たかということが、今までの歴史で示してい

るわけだ。そこをもう一回認識してもろうと

かんと、これだけ高齢者がおって後継者がい

ない、何でだと。１点なんだ。その後継者が

絶えてしまうようなやり方をしているものだ

から、そこは人間関係が薄れてしまってい

る。 

 だから、いつでも、何かあったときにはす

ぐ現場に行けと、現場に行って話を聞けとい

うことを私はいつでも言っているわけだ。普

及員の皆さんが出払っていなければ、事務員
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でもいいから行けって。農業普及員の、その

普及員という中の組織にいるのならば、行っ

て話を聞いてこいということまで私は言いつ

けているわけだ。 

 だから、机の上で考えるものと現場に行っ

たのはまた違う面があると。机の上でできる

やつが、現場に行けばできないやつがある。

その逆もあるわけだから、必ずその現場に行

って確かめてみれということを、各全般にも

言っているわけだ。だから、それだけの普及

員というものが、いかに今まで活躍してい

た、重要だったかということを、そこをもう

一回認識すべきだと私は思う。 

 以上です。 

 

○浦田祐三子委員長 よろしいですか。 

 

○山本秀久委員 答弁は要らぬ。 

 

○浦田祐三子委員長 わかりました。じゃ

あ、ぜひしっかり今後取り組んでいただけれ

ばと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 

○磯田毅委員 これは純粋に質問ですけれど

も、林業振興課になると思いますけれども、

今、木材輸出というのは、データで見ます

と、平成24年から25年にかけては、２倍以上

の伸びを示しているということで、非常にう

れしいんですけれども、実は、やっぱり丸太

をそのまま輸出するよりも、Ｃ材とか何か安

い値段のものを輸出するより、付加価値の高

い板材とか柱材、そういったものの輸出とい

うのが、やっぱりこれから先は私は必要にな

ってくると思いますけれども、その中で、20

20年に住宅の供給のピークを迎えるであろう

と言われている中国ですね、中国でのそうい

った板材、柱材、特に、杉、ヒノキ、松、こ

の３つのものが、中国の木構造設計規範とい

うんですか、あの建築基準法ですね。その中

に、認定されたのか。ことしの４月だったと

聞いておりましたけれども、それが１点。 

 そしてもう一つは、農地整備課になると思

いますけれども、排水ポンプの運営、管理に

関して、実は、６月11日の大雨のときに、私

の地元で、漁協とそして農家といいますか、

実は対立があって、非常に、まあ辞表を出さ

れていると、土地改良の人がですね。もうや

めたいと、運転をやめると。そういう現場で

受益者たる農家と被害をこうむるかもしれぬ

という不安がある漁協さんとの対立があっ

て、非常にこの運転がスムーズにいかない。 

 ６月11日のときは、多分、私の八代市・郡

区では、野崎で恐らくハウスが何棟か冠水し

たと。隣の昭和地区、郡築地区でも被害が出

ているわけですけれども、そういう中で、雨

水というのは上から流れてくるわけですね。

地元だけの問題じゃなかっですけれども、そ

れがなかなか理解できずに、そういった対立

が起きているということは、全てそういう―

―私の地区の土地改良の実際の運転員の方か

らは、早く行政でそういった運転の許諾とい

うのをできないかということを言っておられ

るということで、この問題をどう解決するか

というのが１つですね。 

 もう一つは、先ほど前川先生おっしゃまし

たけれども、それについての追加ですけれど

も、実は、これも私の地区で１カ所もめてい

るところがありましたので、相談もしたんで

すけれども、80町の中で、２町数反ぐらいの

１軒の方が、多面的機能の支払交付金の事業

には入らないということで、１軒がだめなら

ば、その事業そのものが採択できませんよと

いう、地元八代市からのですね。そういう中

で、いろいろもめとったんですけれども、そ

れは、結果的にはその人たちを説得して全員

一致でそうなったわけですけれども、こうい

った地元の市町村の担当者のそういった教育

ですね。100％入らないと採択できぬと、そ

ういう教育を私はしっかりしてもらいたいと
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いう、この３点ですけれども。 

 

○宮田林業振興課長 まず、木材の輸出につ

きましてですけれども、最新の情報としまし

て、八代港を中心に、県内から、１年間、昨

年、平成26年で６万6,000立方を超える輸出

が行われております。金額的にも９億を超え

るというふうな状況になっておりまして、順

調に伸びております。 

 輸出先としましては、中国が圧倒的なんで

すけれども、先生おっしゃいました製材品に

つきましては、中国ではなくて、やはり韓国

が多いという状況でございます。中国につき

ましては、ほとんどがＣ材といいますか、低

質な丸太でございます。 

 それを製品に置きかえていくためには、や

はり住宅で使ってもらうことが必要でして、

そのためには、中国でも木構造設計規範とい

う、その規範の中に日本の材を使ってもらえ

るような取り組みを進めるべきでありまし

て、今その働きかけが行われていまして、ま

だ現時点では日本の木材については使える状

態になっていないということで、今動きを見

ているところでございます。 

 以上でございます。 

 

○西森農地整備課長 排水ポンプの運転管理

についての質問ですが、八代管内のほうにつ

いては、河川の改修と土木との調整が同じよ

うなスピードで進んでないということで、あ

ちらこちらでフル運転ができてない状況にな

っております。 

 そのほかに、恐らく漁協との関係と言われ

たのは、大鞘川樋門のところだとは思うんで

すけれども、急にあけると海が濁るというこ

とで、今すごい、何というか、対立が起きて

いるという話は聞いております。 

 こちらについては、やはり地域の八代市と

話し合いながら検討していくしかないかなと

思っております。 

 以上でございます。 

 

○村山むらづくり課長 先生から御指摘のあ

った件、御相談がございましたけれども、多

面的機能のほうは、集落によるまとまり、コ

ンセンサスによってなされる事業という中

で、本当に地元では、地道な苦労の中で合意

がなされてなされる事業だと思ってございま

す。 

 そういった中で、例えば大多数の中の１人

が反対と、そういったケースもあります。そ

ういった中で、実際、制度としては、その方

が入らなくてもできます。そういったことを

市町村の担当者にはまたしっかりお伝えしつ

つ、そういった中で集落がいい方向でまとま

って進めていただけるように、そういうふう

に持っていきたいと思います。どうぞよろし

くお願いします。 

 

○吉永和世委員 済みません、水産振興課で

すかね。クマモト・オイスターのことなんで

すけれども、私の地元でもクマモト・オイス

ターをされているというふうに思っています

が、マガキの歩どまりが今60％ぐらいを超え

て、まあ若干超えているという話で聞いてい

ますし、ただ、残念ながら、このクマモト・

オイスターというのは、歩どまりというか、

ほとんどゼロに近いというような話を聞いて

いまして、ことし３年目を迎えるわけではな

いかなというふうに思っていますが、これま

でと、この３年目を迎えるに至って、取り組

みにおいて何か違う点、これをことしはこう

取り組んでいくんだという、何かそういった

ものがあれば、ぜひ教えていただければとい

うように思いますが。 

 

○木村水産振興課長 これまでクマモト・オ

イスターのへい死は夏場に起こっておりまし

たので、この夏場の前に出荷してしまうとい

う取り組みを昨年度から行っております。 
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 現在、成長したものから随時出荷しており

ますので、まだ出荷個数はまとまっておりま

せんが、夏場前に出荷するためには、できる

だけ大きな稚貝を配付する必要がありますの

で、これに対応するように種苗生産という、

その採卵を行う時期を早める、そういう技術

も開発しまして、ことしも、その稚貝を今育

成しているところでございます。 

 

○吉永和世委員 じゃあ、ことしは期待でき

る年と思っていいんですかね。 

 現場の方々も、やっては失敗、やっては失

敗で、やっぱり非常に生産意欲というか、そ

ういうものが低下している状況かなと思うの

で、そういった、まあことし取り組むことに

よって期待が持てるというんだったら、非常

に生産者の方もまた前を向いてやれるのかな

と思いますので。そういったところは、現場

の方々は、ある程度もう承知の上で、そうい

った形で、指導のもとでやっていらっしゃる

ということでいいんですかね。 

 

○木村水産振興課長 現場の方々とは、生産

協議会というものを設立しておりまして、こ

の会議の中で、こういうコンセプトで養殖を

していこうということは随時説明しておりま

す。また、水産業改良普及員のほうから、各

個別で指導をしておりまして、情報も上がっ

てきますので、そういうものもまとめてまた

報告するような形で、情報のやりとりは几帳

面に行っているところでございます。 

 

○吉永和世委員 ぜひ成功させていただい

て、ここに書いてありますけれども、産業化

に向けてやっていただければというように思

いますので、よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○前川收委員 私よりも、多分西岡先生がい

つも私におっしゃっていることをちょっと言

っておきたいと思います。 

 僕は、３年前、始まったすぐに１回食べま

した。毎年、出れば、いつも頼んで、もちろ

んお金払って食べているんですけれども、こ

としも、多分浦田先生も山口先生も私も、み

んなで食べたんですけれども、ちっちゃかっ

たですね。もう本当にちっちゃかった。その

３年ぐらい前に食べたクマモト・オイスター

とは、もう全然物の大きさ――味はあんまり

変わらないと思いますけれども、物の大きさ

は全く違っていて、多分あれは――私は好き

だから、しかも、ほかのそういう連携の中で

やったので食べるんだと思いますけれども、

あれが多分店頭に並んで、買って食べるかな

と思うぐらいちっちゃい、あんまり大きくな

ってなかった。 

 そのときに、クマモト・オイスターの何か

ＤＮＡですか、原種、つまり純粋なクマモ

ト・オイスターだからなかなか難しいと。牛

でいくとＦ１ですね。ちょっとまぜてつくる

と、もっと安定的に大きなおいしいカキがで

きるのに、なぜそれはしないんだろうという

ことが――私はあんまり専門的じゃないので

わからないんだけれども、西岡先生がおっし

ゃっていました。 

 私も、それがもしちゃんとできるのであれ

ば、農家、要するに栽培農家にとっては、や

っぱり安定的な量でちゃんと売れたほうがい

いことは間違いなくわかっているはずですか

ら、なぜそれをやらないんだろうかというふ

うに思っていますが、何かちゃんとした理念

か何かがあってやっていらっしゃるのかどう

かわかりませんけれども、その辺を教えてく

ださい。 

 

○木村水産振興課長 遺伝子的な判別方法で

マガキとクマモト・オイスターを分けており

ます。 

 今、そのクマモト・オイスターの純粋種の
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中で継代をしております。１代、２代、３

代、Ｆ１、Ｆ２、Ｆ３という感じで。そうや

って、生き残りのいいもの、成長のいいもの

を育種しているところでございます。 

 先ほど吉永先生の御質問にありましたよう

に、短期養殖で夏前に出荷しようということ

で、できるだけ大きな稚貝を生産するという

ような話もしておりましたので、ことし小さ

かったのは、もう尐し時間が足らなかったの

かなというふうに思っておりますので、もう

しばらくはこの純粋種の継代したものを使っ

てやらせていただきたいというのが私どもの

コンセプトでございます。 

 

○前川收委員 わかりました。それはしっか

り頑張ってやってください。 

 ただ、最終的には、そのものを守っていく

ことよりも、我々から見れば、生産者がやっ

ぱりクマモト・オイスターをつくることによ

ってちゃんと利益を得ていただくこと、これ

が目的だと思っていますので、ぜひ、まあ今

はしっかりそのコンセプトでやるとおっしゃ

ったので、それはそれでいいんですけれど

も、あんまりいつまっでんこだわりよると、

もうだめだったという話にもなれば――世の

中のことですから、ないわけじゃないでしょ

うから、それはそれで、そういうことも考え

といてください。 

 以上です。答えは要りません。 

 

○浦田祐三子委員長 しっかり頑張っていた

だきたいと思います。 

 ほかに質疑はございませんか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○浦田祐三子委員長 それでは、ここでしば

らく休憩をとりたいと思います。 

 ５分間休憩をとりたいと思いますので、再

開は、11時51分に再開をしたいと思います。 

  午前11時45分休憩 

          ――――――○―――――― 

  午前11時52分開議 

○浦田祐三子委員長 それでは、休憩前に引

き続きまして会議を再開いたします。 

 本委員会に付託された議案等を議題とし

て、これについて審査を行います。 

 議案等について執行部の説明を求めた後

に、質疑を受けたいと思います。なお、審議

を効率よく進めるため、執行部の説明は着席

のままで簡潔に行ってください。 

 それでは、関係課長から順次説明をお願い

いたします。 

 

○白石農林水産政策課長 農林水産政策課で

ございます。 

 ２冊目の説明資料、予算関係及び条例等関

係をお願いいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 平成27年度６月補正予算総括表でございま

す。 

 補正額Ｂ欄の一番下でございます。農林水

産部全体の６月補正予算は８億2,000万余の

増額補正で、補正後の総額は、その右欄、

644億円余となっております。 

 補正予算の詳細につきましては、各課から

説明いたします。 

 次に、８ページをお願いいたします。 

 平成26年度一般会計繰越明許費繰越計算書

総括表でございます。 

 平成26年度12月議会及び２月議会で御承認

いただきました明許繰越でございます。一番

下の合計欄をごらんください。 

 農林水産部全体で、件数で540件、117億円

余の繰り越しとなっております。 

 繰り越しの内容等につきましては、各課か

ら説明いたします。 

 農林水産政策課については以上でございま

す。よろしくお願いいたします。 

 

○吉野担い手・企業参入支援課長 担い手・

企業参入支援課の繰り越しについて御報告い
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たします。 

 ９ページをお願いいたします。 

 ５つの事業で繰り越しが発生しておりま

す。このうち、地域営農組織法人化推進事

業、中山間地域担い手確保支援事業、青年就

農給付金事業、経営体育成支援事業の４事業

につきましては、いずれも国の経済対策予算

に伴いまして２月補正で措置したものであり

まして、26年度執行分を除きました残額を27

年度に繰り越しております。 

 また、６次産業化推進・加工施設整備事業

につきましては、農業参入企業が進めている

加工施設の整備に対する補助でございますけ

れども、予定地から文化財が出てきまして、

年度内の施工が不可能になりましたので、繰

り越しをしたものでございます。 

 以上、担い手・企業参入支援課、終わりま

す。 

 

○荒木流通企画課長 流通企画課でございま

す。 

 ページお戻りいただきまして、２ページを

お願いいたします。 

 ６月補正予算でございます。 

 説明欄にございますアジアマーケット開発

支援拠点設置事業のくまもと香港事務所設置

に要する経費でございます。 

 香港は、県の農林水産物輸出の６割近くを

占めるまでに成長しておりましたけれども、

富裕層が多いことや貿易に関する規制が緩い

ことなど、いろいろ今後も有望なマーケット

と捉えておりますので、この地に活動の拠点

を設けることで、輸出のますますの促進を図

ることができると考えております。今回、設

置のための費用として3,300万円余の補正予

算をお願いしておるところでございます。 

 続きまして、10ページをお願いいたしま

す。 

 繰り越し関係でございます。 

 流通企画課では、10ページと11ページに載

せております７事業につきましてでございま

すけれども、いずれも国の経済対策で２月補

正で予算をいただいたものでございますの

で、全額を27年度に繰り越して実施をさせて

いただきたいと考えております。 

 続きまして、地産地消の推進に関する施策

の報告をさせていただきます。 

 資料につきましては、42ページをお願いい

たします。42ページから要約版をつけており

ますので、こちらで御説明をさせていただき

たいと思います。 

 まず、42ページでございますけれども、平

成20年度の条例制定以来、全庁的な推進体制

をしき取り組んでおります。平成26年度も、

５つの観点から、10の部局で88の施策に取り

組みました。 

 １点目は、(1)でございます。地産地消の

ホームページやメールマガジンの配信などで

ＰＲ、それから、小学校への小冊子の配付な

どによります食育あるいは木育の活動を進め

ることによる地元の農林水産物への理解促進

あるいは郷土愛の育成ということで、26施策

を実施しております。 

 ２点目は、(2)でございます。25施策を実

施いたしました。県営団地や職員住宅での畳

がえや床の改修の際に、県産の畳表ですと

か、ヒノキの利用を仕様書に明記するなどの

取り組みでございます。 

 ３点目、(3)でございます。地産地消協力

店の指定、公共事業への県産木材の利用促進

など、多様な産業や組織、人材等との連携に

より、経済や地域の活性化を図る取り組みと

して、27の施策を実施しております。 

 ４点目、(4)でございます。子供を対象と

した農業体験などの体験型イベントを通じま

して交流活動を促進し、農業、農村が果たし

ている多面的機能の理解を深める施策を７つ

実施しております。 

 43ページをお願いいたします。 

 (5)の条例の周知、意識啓発につきまして
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は、庁内で部局横断の連携会議を組織いたし

まして、意見交換を行いました。あわせまし

て、いろいろなイベントの機会を捉えてＰＲ

に努めているところでございます。 

 枠囲みの中に、取り組みの成果としてお示

ししておりますけれども、例えば給食への地

産地消率が50％を超えるなど、ほかの地消に

つきましても増加傾向にありますことから、

徐々に効果が見られているというふうに考え

ております。 

 それから、27年度実施予定の主な施策でご

ざいますけれども、43ページ中段以降に示し

ております。同じく、５つの観点というのを

柱に、10の部局で、今度は93の施策に取り組

むこととしております。 

 新しいものとしましては、県下の直売所な

どに地下水と土を育む農業をＰＲするコーナ

ーを設ける事業ですとか、業務用の食材にも

っと地場の農産物をつくってもらうための仕

組みづくりをするための事業、あるいは３世

代が暮らす木造住宅に県産の資材を提供する

事業などに取り組ませていただくことにして

おります。 

 今年度も、庁内一丸となって地産地消の推

進に努めたいと考えております。 

 流通企画課、説明は以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

 

○村山むらづくり課長 12ページをごらんく

ださい。 

 むらづくり課の関連の繰越明許費でござい

ます。 

 まず、鳥獣被害防止総合対策事業です。 

 繰り越し理由は、国の経済対策対応でござ

いまして、八代市における獣肉処理加工施設

整備のための予算でございます。 

 それから、県営中山間地域総合整備事業費

です。 

 繰り越し理由は、計画に関する諸条件によ

るもので、阿蘇市ほか５市町における区画整

理、農道等の農業基盤整備のための予算でご

ざいます。 

 以上でございます。 

 

○下舞農業技術課長 農業技術課でございま

す。 

 ３ページに戻っていただきまして、予算説

明資料の６月補正予算関係でございます。 

 農業気象対策事業費でございますが、降灰

による土壌の酸性化を矯正する資材購入に対

する助成と、営農対策等の基礎となります降

灰の量の測定や分析に要する経費を計上して

おります。 

 続きまして、資料13ページをお願いいたし

ます。 

 繰越計算書の阿蘇火山活動降灰地域緊急土

壌矯正事業費でございます。 

 降灰による土壌の酸性化を矯正する資材購

入に対する助成でございますが、繰り越しの

理由は、火山活動の状況に応じた継続的な事

業実施が必要になったことによるものでござ

います。 

 農業技術課は以上でございます。 

 

○酒瀬川農産課長 農産課でございます。 

 ４ページをお願いします。 

 茶の降灰対策のために、1,000万円の補正

をお願いしております。 

 この事業については、桜島の被災地域を対

象に加えまして、実施済みの地域からの追加

要望にも対応していくものでございます。 

 次に、繰り越し関係でございます。14ペー

ジをお願いいたします。 

 14ページの上段と中段につきましては、２

月補正の経済対策分でございます。全額の繰

り越しをよろしくお願いいたします。 

 下段の分につきましては、２月補正の専決

分でございます。阿蘇火山の茶の降灰対策事

業でございまして、1,103万余の繰り越しを

お願いしております。この事業につきまして
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は、４月30日に完了をいたしております。 

 以上です。 

 

○潮崎園芸課長 園芸課です。 

 資料５ページにお戻りをお願いします。 

 ６月補正でございます。 

 阿蘇火山の降灰対策といたしまして、これ

から植えつけが始まりますキャベツやニンジ

ンなどの露地野菜等を対象に、洗浄機器の導

入に補助をするものでございます。1,270万

円余を計上しております。 

 次に、繰り越しでございます。15ページを

お願いいたします。 

 上段の事業は、定年退職者等のシニア世代

が、新たに野菜づくりなどを始めることを支

援する事業でございます。２月補正で措置し

ましたことから、年度内の執行ができず、全

額を繰り越しております。現在、推進中でご

ざいます。 

 下段の事業は、２月に知事専決をいたしま

した降灰対策事業です。洗浄機の一部が受注

製造となりまして、年度内の納品が困難にな

ったことから繰り越したものでございます。

既に４月17日に全て納品されて、完了してお

ります。 

 園芸課、説明は以上です。 

 

○中村畜産課長 畜産課でございます。 

 説明資料の６ページをお願いいたします。 

 畜産総合対策事業費として、補正額７億5,

000万円余をお願いしております。 

 これは、説明欄に記載のとおり、各地域の

畜産関係者で組織する畜産クラスター協議会

が計画を立て、その中心的な経営体が行う施

設整備に対し補助するものでございます。 

 続きまして、資料の16ページをお願いいた

します。 

 繰越明許費でございます。 

 畜産クラスター事業費、天草大王輸出・ハ

ラール推進事業費及び「くまもとの牛」海外

進出加速化対策事業費は、国の経済対策に対

応した２月補正の予算でございます。 

 現在、順調に事務を推進しており、８月末

には、委託事務契約や交付決定が終了する予

定でございます。 

 下の公社営畜産基地建設事業費は、家畜排

せつ物処理施設や牛舎等の建設において、地

元との調整に不測の日数を要したため繰り越

すものでございます。 

 既に工事に着工し、９月末には完了する予

定でございます。 

 畜産課は以上でございます。 

 

○久保田農村計画課審議員 農村計画課でご

ざいます。 

 17ページをお願いいたします。 

 繰り越しの御報告でございます。 

 農業農村整備推進交付金事業費でございま

す。これは、市町村等が実施します団体事業

に対して、県から上乗せ補助をする分でござ

います。 

 昨年度、事業実施市町村の繰り越しがござ

いまして、これに伴いまして県の補助分を繰

り越すものでございます。 

 恐れ入ります。ページ飛べます。33ページ

をお願いいたします。 

 条例の改正でございます。 

 第14号熊本県国立研究開発法人森林総合研

究所事業特別徴収金徴収条例の一部を改正す

る条例の制定でございます。 

 内容的には、ここに書いてございます、森

林総合研究所、平成27年４月の施行の法律改

正に伴いまして、当該総合研究所、独立行政

法人から国立研究開発法人に名称変更になり

ました。これに伴いまして関係政令の一部が

改正されまして、今回、県の条例の一部を改

正するものでございます。 

 農村計画課は以上でございます。 

 

○西森農地整備課長 農地整備課でございま
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す。 

 繰越明許について御説明します。予算関係

資料、18ページから20ページにかけて記載し

てあります。 

 20ページを見ていただきますと、全てで11

事業で、総額24億4,500万円余を計上してお

ります。いずれも、平成26年度の国の経済対

策に係る補正や通常予算の繰り越しとしまし

て、計画、設計に関する諸条件や用地の関係

等でやむなく繰り越しを行うものです。 

 繰り越しにつきましては、早期発注に努

め、年度内に完了いたしますよう取り組んで

まいります。 

 以上でございます。 

 

○赤羽森林整備課長 森林整備課でございま

す。 

 資料の21ページ及び22ページをお願いいた

します。 

 繰り越し関係でございますけれども、両ペ

ージにありますように、９事業で107件、22

ページの最下段にありますように、15億2,00

0万余を繰り越しております。 

 理由といたしましては、国の経済対策によ

る補正予算、計画、設計に関する諸条件によ

るものでございまして、いずれも年度内に完

了する予定です。 

 森林整備課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○宮田林業振興課長 林業振興課でございま

す。 

 説明資料の７ページにお戻りをお願いいた

します。 

 補正予算関係です。 

 上の段の国庫支出金返納金につきまして

は、780万円余の増額補正をお願いしており

ます。 

 説明欄に記載のとおり、過年度の林業構造

改善事業で導入された施設の財産処分に伴い

ます国庫への返納金であります。 

 下の段の過年林道災害復旧費につきまして

は、114万円余の増額補正をお願いしており

ます。 

 説明欄に記載のとおり、市町村が施行しま

す、昨年発生しました林道施設災害の復旧に

補助するものでございます。 

 飛びまして、資料の23ページをお願いいた

します。 

 繰越明許関係です。 

 一番上の段の木の駅プロジェクト推進事業

費ほか、24、25ページにかけての13事業、80

カ所、25億357万円余の繰り越しとなってお

ります。 

 いずれも早期発注に努めまして、年度内に

完了する予定であります。 

 林業振興課は以上です。よろしくお願いし

ます。 

 

○三原森林保全課長 森林保全課でございま

す。 

 資料の26ページをお願いします。 

 繰越計算書でございます。 

 最上段の保安林整備事業から、恐れ入りま

すが、27ページをお開きください。下から２

段目の過年治山災害復旧事業まで、８事業、

89カ所、計21億8,000万余を繰り越しており

ます。 

 理由といたしましては、計画、設計、用地

等に不測の日数を要したもので、年度内完了

の予定であります。 

 森林保全課は以上でございます。 

 

○木村水産振興課長 水産振興課でございま

す。 

 28ページをお願いいたします。 

 繰越明許費について御説明いたします。 

 １事業につきまして、900万円余の繰り越

しをお願いいたしております。 

 これは、輸出促進並びに国内市場の販路開
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拓を行いますくまもとの魚アジア市場ターゲ

ット事業で、国の経済対策に伴う平成26年度

２月補正による増額分を繰り越したものでご

ざいます。 

 水産振興課は以上です。 

 

○長井漁港漁場整備課長 漁港漁場整備課で

ございます。 

 資料の29ページをお願いします。 

 繰越明許費でございます。 

 29ページから32ページにかけてですが、計

画に関する諸条件や国の経済対策等により、

16事業、29件について繰り越しをお願いして

おります。32ページに記載しておりますが、

繰越額の総額は10億9,525万円余でございま

す。 

 いずれも年度内に全て完了する予定でござ

います。 

 以上でございます。よろしくお願いしま

す。 

 

○浦田祐三子委員長 以上で執行部の説明が

終了いたしましたので、質疑を受けたいと思

います。なお、質疑を受けた課は、課名を名

乗って、着席のまま説明をお願いいたしま

す。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 

○前川收委員 降灰対策の予算が補正で組ま

れておりまして、なかなか予測しづらい部

分、それから予測に反した部分、それぞれあ

ったと思いますが、これから先は、阿蘇山が

これまでのようなおとなしい山じゃなくて、

やっぱり降灰が出る山だということの認識に

立って、いろんな施策の組み立てをやってい

かなきゃいけないと思っています。 

 違う場面で１回言ったんですけれども、お

茶に関しては、菊池のほうに、ちょうどあの

噴火した日、４月の終わりだったと思います

けれども、風向きがあって、一番茶のほとん

どがもうだめになってしまいました。菊池の

ほうはですね。風向きによって、それはもう

仕方なかったと思います。 

 同じ日に、球磨郡のお茶もかなり被害を受

けたという話で、風向き逆なのに何でという

話をしたら、桜島が噴いて、桜島の降灰が結

果として球磨地域のほうに降ったということ

でありました。 

 だったら、鹿児島はすごい被害を受けたで

しょうという話で、鹿児島の被害状況を調べ

たら、鹿児島は被害はありませんというわけ

ですね。つまり、降灰対策がきちっとできて

いた鹿児島と降灰対策ができてなかった熊本

の違いが、その日に明確に出てしまったとい

うことだと思っています。 

 ですから、なかなかこれは施設投資という

のは難しくて、いつどこに降るかわからない

という前提でありますが、鹿児島の場合は、

もう桜島というのは常に噴きっ放しの山です

から、降灰があることが前提でさまざまな施

策がとられていて、当然灰はかぶっていて

も、かぶった灰をきれいに除去して出荷でき

るということですから、被害にならないとい

うことだと思います。 

 熊本の場合は、阿蘇山の場合は、多分特異

な例だったとは思いますけれども、いずれに

しても、これはいつおさまるかがわからな

い、誰も多分予測不可能な話でありますか

ら、降灰があることを前提に、最低限の投資

はした上できちっと対応していただきたいと

思います。 

 その際、もう弱り目にたたり目の状態で、

お茶の場合は、御承知のとおり、一番茶が１

年間の収入の７割以上になる生産なんです

ね。その一番茶を刈り取る直前に、今から刈

り取るぞというときにやられてしまったとい

うことで、お茶の農家の皆さん方は、まあ全

部じゃないんですけれども、被害を受けた農

家の方は、相当に厳しい、ことしは収入が７

割減って、そして施設投資もしなきゃいけな
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いという状態に陥っておりますから、運転資

金も含めて、大変厳しい状況にあると思いま

すので、ぜひその点についてはしっかり対応

いただきますようにお願いをしておきたいと

いうふうに思っておりますが、ぜひよろしく

お願いしたいと思います。 

 

○久保田農村計画課審議員 農村計画でござ

います。 

 今委員から御質問ございました、いわゆる

補助事業を念頭に置いた防災への施設整備計

画についての御質問というふうに承知をして

おります。  

 冒頭、部長のほうから説明もありましたと

おり、阿蘇山を対象火山とします防災への施

設計画について、５月に国のほうに提出をし

ました。御案内のとおり、本年度を含む３カ

年の計画として提出をしてございます。 

 もちろん、被害が10％を超えるというのが

前提になりますが、それに備えまして今国に

提出をして、今後は、現在蓄積をしておりま

す降灰のデータの状況、過去の被害の事例、

こういったものを参考にして、対応できるよ

うに準備をしてまいりたいというふうに考え

てございますし、６月の中旬に、市町村を対

象にした今後の実施に向けた説明会を行って

ございまして、今、その辺の要望といいます

か、内容的に生産局の各課のほうで調整、国

との協議を進めておるところでございます。 

 それともう１点、桜島につきましても、６

月19日に、県单広域本部を対象とした市町村

の説明会を行いました。これによって、今後

に備えるということで行いまして、今市町村

からあるいは団体の意向を踏まえて要望量が

上がってきて、今精査を行っているところで

ございます。 

 これにつきましても、阿蘇火山に加えまし

て、桜島を対象火山に追加を前提にして計画

を立てて、できるだけ早い時期に国のほうに

変更計画という形で提出をしていきたいと、

このように考えてございます。 

 以上でございます。 

 

○酒瀬川農産課長 農産課でございます。 

 前川委員言われましたとおり、お茶の一番

茶ですね、非常に大きな被害を受けておりま

して、特に菊池地域では、４割以上が摘採が

できなかったというお話も聞いております。 

 そういうことで、関係課とも連携をしなが

ら、こういう防災への事業、それから卖県事

業も含めまして、生産者がやる気をなくさな

いような形で、しっかり茶の経営に取り組め

るように頑張っていきたいと思っておりま

す。 

 

○白石農林水産政策課長 繰り返しになるか

もしれませんけれども、今前川委員がおっし

ゃいましたように、今回の教訓を肝に銘じま

して、常にそういった危険を予測しながら―

―今回の６月補正につきましても、ことし１

年分の対応ができるような予算組みはさせて

いただいておりますので、そういった形でし

っかり対応していきたいというふうに思って

おります。 

 以上です。 

 

○前川收委員 国の防災予算は、たしか補助

率５割、50％補助率だと聞いていますので、

ぜひ県とそれから当該市町村に御相談をいた

だきながら――非常に困った状況で、設備投

資的なものじゃなくて、もう補塡的な話で今

やらなきゃならない。収入はないけれども、

施設整備はしなきゃいけないというのが今の

状態なので、ぜひ補助率の上乗せについて御

検討いただきますように、お願いをしておき

たいと思います。これはもう答弁は要りませ

ん。 

 

○浦田祐三子委員長 ほかに質疑はございま

せんか。 
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○吉永和世委員 畜産クラスター事業って、

中心的な経営体というその表現なんですけれ

ども、これは対象は県下全域なんでしょうけ

れども、我々地域は、中心的なというのには

該当しないんだろうなというふうに思うんで

すけれども、該当する地域と該当しない地域

というのが多分あるんだろうなというふうに

思うんですけれども、その対象とならない地

域の方々の――同じようなことをやろうとす

る場合にですよ。そういった補助の部分とい

うのは、何か別に考えられる部分もあるんで

しょうか。 

 

○中村畜産課長 畜産クラスター事業は、県

下全域対象にできるものでございます。水

俣・芦北地域においても、クラスター協議会

ということで、大きな畜産農家から小さな畜

産農家まで、みんな協議会に入っていただい

て、その中で必要な施設整備については補助

することはできますので、この事業の対象に

なると考えております。 

 また、このクラスター事業以外にも、卖県

事業のほうを準備しておりますので、必要で

あれば、その事業を充当することができると

考えております。 

 

○吉永和世委員 対応できるわけですね。 

 

○中村畜産課長 はい。 

 

○浦田祐三子委員長 ほかに質疑はございま

せんか。 

 

○山口裕副委員長 ２ページのことについて

ちょっとお尋ねさせてください。 

 香港事務所の設置に関する経費ですけれど

も、これに関連して、実は水産物を中国国内

に輸出したいという方が地元にいらっしゃっ

て、かなり積極的なチャレンジをされている

みたいですけれども、例えばですけれども、

この香港事務所を拠点にして中国国内に入っ

ていく、まあ規制がちょっと厳しいとも聞い

た経緯があるんですが、そういったことにつ

いても、今後広がりがあるのか。でも、香港

を拠点にということでありますけれども、中

国国内とかをどういうふうに捉えておられる

のか、ちょっとお尋ねをしたいと思います。 

 

○荒木流通企画課長 流通企画課でございま

す。 

 香港は中国の一部でございますけれども、

規制等々が、中国本土とは香港はもうほとん

ど180度違うぐらい、違っております。中国

に直接入れようとすると、いろいろな制約が

ございまして、なかなか入っていかない部分

は確かにございますけれども、まずは香港に

重点を置いて、そこで将来的な中国へ向けて

の準備を進めていくということもあわせて考

えたいというふうに思っております。 

 それから、中国に対しましては、全部がだ

めということではなくて、一部は入っている

ものもございますので、そういうのも香港事

務所でサイド的な支援をしながら、特に水産

物につきましても進めていきたいというふう

には考えております。 

 

○山口裕副委員長 わかりました。 

 あと１点ですけれども、降灰対策でありま

すが、全部の財源が一般財源からと、卖独で

頑張っているというところなんですけれど

も、なかなかやはり全国見てみますと、最

近、地殻変動が何か、そういった噴火活動と

かが全国各地起きているようですけれども、

国としては何らか、こういったことに対し

て、対応しようという動きはないんでしょう

か。 

 

○久保田農村計画課審議員 農村計画課でご

ざいます。 
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 先ほどお答えしましたとおり、今、国のほ

うに、補助事業を念頭といいますか、対象と

しました計画を提出してございます。既に専

決で緊急対策ということで卖県で取り組んで

おりますけれども、今後は、こういう状況を

見ながら、特に規模の大きいものについて

は、できるだけ国庫補助を活用して調整を図

ってまいりたいというふうに考えてございま

す。 

 以上でございます。 

 

○浦田祐三子委員長 ほかに質疑はありませ

んか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○浦田祐三子委員長 なければ、これで質疑

を終了したいと思います。 

 ただいまから、本委員会に付託されました

議案第１号及び第14号について、一括して採

決いたしたいと思いますが、御異議ありませ

んか。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○浦田祐三子委員長 御異議なしと認め、一

括して採決いたします。 

 議案第１号及び第14号について、原案のと

おり可決することに御異議ありませんか。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○浦田祐三子委員長 御異議なしと認めま

す。よって、議案第１号及び第14号は、原案

のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第に記載の事項につきまして、閉会

中も継続審査することを議長に申し出ること

としてよろしいでしょうか。 

  (「異議なし」と呼ぶ者あり) 

○浦田祐三子委員長 それでは、そのように

取り計らいます。 

 最後に、その他に入りますが、委員の先生

方から何かございませんか。 

  (「ありません」と呼ぶ者あり) 

○浦田祐三子委員長 なければ、以上で本日

の議題は全て終了いたしました。 

 それでは、これをもちまして第２回農林水

産常任委員会を閉会いたします。 

  午後０時22分閉会 

 

 

 熊本県議会委員会条例第29条の規定により
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